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序 文

熊本県教育委員会では、 日本道路公団九州支社の委託及ぴ熊本県土木部道路建設課

の依頼を受け、 益城熊本空港インターチェンジ建設事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査

を実施いたしました。

今回報告する古閑北・梨木遺跡の発掘調査は、 平成8年度から9年度にかけて実施

し、 縄文時代全般及び弥生時代末期を中心とする多数の遺物が出土いたしました。 中

でも縄文時代全般にわたり出土した土器や石器等は、 この時代の人類の生活を知るた

めの貴重な資料となると思われます。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学術研究の

進展にいささかでも寄与するところがあれば、 まことに喜びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 文化財保護の観点から多大の御協力を惜しまれ

なかった日本道路公団九州支社、 熊本県土木部、 熊本土木事務所ならびに御指導御助

言をいただきました諸先生方に深く感謝申し上げます。

平成11年3月31日

熊本県教育委員会

教育長 佐 々 木 正 典



例 言

l 本書 は 、 日本道路公団の 益城熊 本空港 イ ン タ ーチェ ン ジ建設事業 及び熊 本県土木部の イ ン タ 一連 結道路

建設事業計画 に 伴 い 、 平成8 年度か ら 9 年度に か け て 実施 し た埋蔵文化財発掘調査報告書 で あ る 。

2 発掘調査を 実施 し た遺跡 は 、 熊 本県上益城 郡益城 町大字古閑 字横道 に 所在す る 古 閑 北遺跡 及び大字広崎

字 梨木に 所在す る 梨木遺跡で、 日本道路公団九州支社の 委託及び熊 本県土木部道路建設 課の依頼を 受け て 、

熊 本県教育委員会が 行っ た 。

3 現 地で の 調査は 、 野田恒親、 演田彰久、 岡本真也、 本山千絵、 荒木聖子、 池田 由希子 安達武敏、 中 川

裕二、 長尾彰心が 行っ た 。

4 遺物 の 整 理、 実 測は 、 平成9 ・ 10年度に 熊 本県文化財収蔵 庫で実施 し 、 野田 、 演目、 荒木、 安達、 本松

亜希子 、 牧寺俊明 、 知名石揚子、 藤 本圭司が こ れ に あ た っ た 。 ま た 、 遺物実 測の 一 部 に つ い て は 、 (有 )埋

蔵文化財サポー ト シ ス テム に 委託し た 。

5 本書 に 使用 し た 挿図 の う ち 、 第 I 図 は熊 本土木事 務所か ら 提供を 受け た も の を 基礎に し た 。 ま た 、 第 2

図 は 国 土地理院の 2 万5 千分の l 地形図 を 利用 し た 。

6 本書の 執筆お よ び 編集 は 、 熊 本県文化財収蔵 庫に お い て 、 野田 、 漬田 が 行っ た 。 ま た、 第 E章第 l 節に

つ い て は村崎孝宏が 執筆し た 。

7 遺物 の 写真撮影は 、 熊 本県文化財収蔵 庫に お い て 、 今村龍太郎が 行っ た 。

8 整 理後の 遺物 は 、 熊 本県文化財収蔵 庫(熊 本市渡鹿 3 丁 目 15 - 12 )に 保管され て い る 。

凡 例

l 本書 に 使用 し た 測量等の 基準は 、 第 2 図 を 除き、 4 級基準点 測量 に よ っ て 導き出し た 、 国土 地理院の 設

定す る 「公共座標E系」を 使用 し て い る 。 こ の た め 、 使用 し た方位 はすべて 公共座標上の 北を 指し て い る 。

2 遺構 に お け る 高 度は 、 海抜高 で あ る 。

3 遺構の 深さで特 に 断 り の な い も の は 、 検 出面か ら の 深さで あ る 。

4 出土遺物 観察表 に お け る 計測値 は現存値であ る が、 土器の 口 底径 に つ い て は復原値 を 示 し た 。
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図版36 梨木遺跡出土縄文土器(134�144) 

図版37 梨木遺跡出土旧石器( 1 、 2 )及び梨木遺跡出土石器( 1 �23) 

図版38 梨木遺跡出土石器(2准�54)

図版39 梨木遺跡出土石器(55�76)

図版40 梨木遺跡出土石器(77�99)

図版41 梨木遺跡出土石器(100�110)

図版42 梨木遺跡出土石器(111�116、119�121、122a、131， 132、134)

図版43 梨木遺跡出土石器(117、118、122(a+b)、123�128) 

図版44 梨木遺跡出土石器(129、130、133、135、136)

図版45 梨木6区2号円形周溝遺構内出土石器及び梨木遺跡出土弥生土器( 1 � 6 )  

図版46 梨木遺跡出土弥生土器( 7 � 12) 

図版47 梨木遺跡出土弥生土器(13�16) 



第I章 序 説

第I章 序 説

第1節 調査に至る経緯と経過

l 調査に至る経緯

平成 7 年 度、 熊本県土木部道路 建設課か ら 、 平成11 年度開催の 「 く ま もと 未来固体」 に 向 けて の 県内交通

整 備の 一環と し て 、 熊本県上益城 郡益城町大字 古 閑 及 び大字広 崎 地内 に益城熊本空港 イ ン タ ーチ ェ ン ジ建設

事業が概ねlOhaに 及 ぶ広 範囲で計画中 で あ り 、 事業計画地内 に お ける 遺跡の存在の有無の 照会が な さ れ た 。

熊本県教育庁文化課で は 、 こ の 地点 そ の もの は 、 周知の埋蔵文化財包蔵 地と し て の 登録は 行 わ れて い な か っ

た もの の 、 隣接す る 産業展示場建設 予定 地内 に お い て 古 閑北遺跡 の 発掘調査が行 わ れ て お り、 遺跡 の 範囲が

広 が っ て い る こ と が 予想さ れ る 旨回 答し た 。 こ の た め 、 道路建設課か ら 遺跡 範囲の確認の た め の 試掘調査の

依頼があ り 、 依頼を 受けた 文化課で は 、 建設事業 予定 地の う ち 買収済み の 部分に つ い て 試掘調査 を 実施す る

こ と に な っ た 。

試掘調査 は 、 平成 7 年 5 月 23 ・24 日に 参事 江本直、 平成 7 年10月 1 1 ・12 日及 び平成8 年 2 月 22 ・23 日に 学

芸員長谷部 普ーが実施 し た 。 そ の 結果、 試掘 対象地の う ち 約7 ，900 m2か ら 縄文及 び弥生時代の遺物 が多量 に確

認 さ れ、 こ の 部分 に は縄文及 び弥生時代の 遺跡が存在す る と 判断 さ れ た 。

こ の た め 、 道路 建設課と 文化課は 、 遺跡の 取り 扱い に つ い て協議を 行 い 、 平成 8 年 度か ら 本調査 を 実施す

る こ と と し 、 平成 8 年 4 月 か ら 、 建設事業 予定 地内 で の 発掘調査 を 行 っ た 。

ま た 、 本調査 の 実施 中 に 新 た に 買収さ れ た 建設用地に つ い て も5 回 に わ た っ て 試掘調査 を 実施 し 、 新 た に

遺跡の存在が確認 さ れ た8 ，800 m2に つ い て も本調査の 対象と し て 、 引き 続 き 発掘調査 を 実施 し 、 平成 9 年 9 月

に 調査 を 終 了し た 。

な お 、 こ の事業 は イ ン タ ーチ ェ ン ジ本体部分 (約6 ，500 m2) を 日本道路公園、 町道部分 (約2 ，400 m2) を 上益

城 郡益城町、 産業展示場進入道路 ・イ ン タ ー チ ェ ンジ 取り 付 け道路及 び調 節池部分 (約7 ，800 m2) を 熊本県が、

そ れぞれ を 分 担す る と い う 複雑 な 事業 で あ っ た 。 し か し 、 文化課で は 一連 の 遺跡 と 判断 し 、 三事業分の遺跡

を 同時 に 発掘調査 を 実施 し た 。

2 調査組織

調査 主体 熊本県教育委員会

調査 責任者 桑山 裕好 (平成 8年 度、 文化課長)

豊田 貞二 (平成9 ・10 年度、 文化課長)

調査総 括 松本 健郎 (平成 8 年 度、 主 幹兼文化財調査第二係長)

島 津 義昭 (平成 9 年 度、 主幹兼文化財調査第二係長、 平成10年 度、 課長補佐)

調査 担当 野 田 恒親 (平成 8 ・9 年 度、 参事)

岡 本 真也 (平成 9 年度、 文化財 保護主事)

潰田 彰久 (平成 9 年 度、 文化財 保護主事)

本 山 千絵(平成 8 年度、 嘱託)

荒木 聖子 (平成 8 年度、 嘱託)

池田由希子 (平成8 年 度、 嘱託)



第1 節 調査に至る経緯と 経過

安達 武敏 (平成 9 年 度、 嘱託)

長 尾 彰心 (平成 9 年 度、 嘱託)

中 川 裕二 (平成 9 年 度、 嘱託)

報告書 担当 野 田 恒親 (平成 9 ・10年 度、 参事)

i賓田 彰久 (平成 9 ・10年 度、 文化財 保護主事)

荒木 聖子 (平成 9 年 度、 嘱託)

安達 武敏 (平成 9 年 度、 嘱託)

本松 E希子 (平成10年 度、 嘱託)

牧寺 俊 明 (平成 9 年 度、 臨時 職員)

調 査 指導及 び助言者

新東 晃 一 ( 鹿児島 県埋蔵文化財 セン タ ー 、 課長 補佐)

清田 純一 (城南町 歴史民俗資料館)

写真撮影 今村龍太郎 ( フ ォト ・リ ュウ )

第2節 遺跡の位置と環境

l 遺跡の位置(第1図)

古 閑北遺 跡・梨木遺 跡は 、 熊本県 の 中 央に あ る 、 益城町の北 西部 (北 緯32 度47分18 秒・東 経130 度47分27

秒) に位 置し 、 赤 井川の 支流木 山 川の北側の低い 丘陵地帯 に 広 が る 縄文時代 の 早期 か ら 晩期 及 び弥生 時代後

期 の 遺 跡で あ る 。

今 回 の 益城熊本空港 イ ン タ ー チ ェ ン ジ建設事業 に伴 う 発掘調 査は 、 遺 跡の 中 心部 に 当た り 、 ま た 、 調 査面

積 も 合計16 ，700 m2に 及 ぶ大 規模 な も の で 、 遺 跡の性格 を 考 え る う え で重 要な 遺物が多数 出土 し た 。

な お 、 今 回 の 調 査地点及 び調 査面積 は 、 平成 8 年 度調査区が益城町大字古 閑 字横道235番地及 び.249 - 1番地

の 約 1 ，200 m2、 益城町大字広崎字梨木1 ，258番地、 1 ，259番地 を 中 心と す る 約7 ，000 m2。 平成 9 年 度調 査区 が益城

町大字広 崎字梨木1 ，271番地、 1 ，481番地の約8 ，500 m2であ る 。

2 遺跡の地理的環境

古閑北遺 跡・梨木遺 跡の 所在す る 益城 町の 地 形は 、 東部 ・南部 は 九州山 地 か ら 続 く 、 城 山 (480.4m )・朝来

山 (469. 5 m ) ・船野 山 (307 .8 m ) ・飯田山 (481 . 2 m ) な どが 山塊を 形作 る 。 北部 に は 広 大 な 益城台地が ひろ

が り 、 そ の北 方を し め る 高遊原 は 空港 と し て利用 され て い る 。 北の台地 と 東 ・南 の 低地 に は 阿蘇外 輪山 、 冠ケ

岳に 源を 持つ 木 山 川が 東か ら 西に 向 か つて流れ、 谷底平野が発達 し て い る 。 西は熊 本平野 に 連 な り 、 そ の 東

域をなす 。 正陵 と 平野の 境に は 豊富な湧水 がみ られ、 い く つ もの 自噴池がある。 木 山 川に は 赤井川・金山川・

岩 戸川 な どが 注ぎ、 北側台地の下 を 流れ る 秋津 川と 江津 湖に お い て合流し 、 加 勢川 と な り 有 明 海に 連 な る 。

こ の 豊か な 水 は 、 低地 に 肥沃 な 平野 を造る と と も に 、 水 運路 と し て も 人 々 の生活 に 役立つて き た が、 降水の

多い年 に は水 害を引き 起こ す 元凶で もあ っ た 。 し か し、 こ の よ う な 恵ま れた 水 を有効に 利 用 し て 人 々 の生活

は今 日に 至っ て い る 。

ま た 、 気候は 多 日照・高温・多雨、 す なわ ち「光 と 熱 と 雨」の 三拍子が 揃っ て お り 、 熊本県の 中 で も穏や

か な 数値 を示 し 、 生活の し やす きを 現 し て い る 。
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第2 節 遺跡の位置と環境

な お 、 一帯 の 地 質 は 阿蘇溶 結凝灰岩 ( 阿蘇4 火 砕流) を 基盤 と し 、 上層 に 阿蘇4 風化層 、 洪積世堆積層 、

沖積世堆積層 を のせ て い る 。 遺 跡付近 は ほ ぼ平 坦で、 平 均標高は 約30m で、あ る 。

3 調査区の地形

古閑北遺 跡・梨木遺 跡は 熊本県上益 城郡益 城町大字古 閑 及 び大字広崎字梨木 に あ る 。 遺 跡名 は 旧 来 の 古 閑

遺 跡の北側約 1 kmに 位 置す る と い う こ と で 「古 閑北遺 跡」 、 及 び小字名 の 梨 木 を 冠し て 「梨木遺 跡jと し た 。

両遺 跡と も 益 城台地の南側 に 位 置し 、 平 均標高は 約30m で、 九州自動車道 を 挟ん で 、 東側 が古 閑 北遺 跡、

西側 が梨木遺 跡で あ る 。

古 閑北遺 跡は 、 ほ ぼ中 央部 を 県道熊本 ・益 城・大 津線 ( 第二空 港線) が東 西に 貫 き 、 北側 に東部 環境工場

東側 に 井関農機熊本工場 、 南側 に は広 安 西小 学校があ る 。

梨木遺 跡は 、 北側 に 県道熊本 ・益 城・大 津線 ( 第 二空港線) 、 西側 に さく ら マ ー ケ ッ ト 、 南側 の 台 地上 に さ

く ら 病院があ る 。

4 遺跡周辺の歴 史的環境

古 閑 北遺 跡・梨木遺 跡、の 周 辺 に は 、 各時代の遺 跡が集 中 的 に 分 布し て お り 、 益 城町 内 で も 有数の遺 跡群を

形成 し て い る 。 詳し く は 「古閑 北遺 跡・梨木遺 跡周辺遺 跡分 布図J ( 第 2 図 ) 及 び 「古 閑北遺 跡・梨木遺 跡周

辺遺 跡一覧表J ( 第 l 表) に ま と め た が、 こ こ で は 周辺の 主 な 遺 跡に つ い て 、 簡単 に ま と め て みた い 。

(1)旧石器時代

熊本地 方に お け る 歴史上 の 最 初 の 痕跡で あ る 旧石器時代の遺 跡で あ る が、 最近で は 発見 され る 遺 跡数 も 増

加 し 、 次第 に こ の 時代 の 文化の 様相が明 ら か に されつ つ あ る 。 益 城町で も 、 塔の平遺 跡 (大字小 池) か ら 細

石器 ・ス ク レイ パー・剥 片 ・喋器 ( 輝緑凝灰岩) が表面 採集 され て い る 。 ま た 、 近 隣 の 「 く ま も と 未来 国 体 」

の 主会場予定地 で あ る 熊 本市平 山 町 の 石 の 本遺 跡か ら は 約22.000年 前の 火 山 灰堆積層 で あ る 「姶良 ・丹沢

( AT) 層」 の 下 に あ た る 赤褐色土層 か ら 局 部磨 製石斧 や剥片石器 な どの 石器が 出土 し 、 熊本の みな ら ず 九州

で も 最 も 古 い段 階の 石 器 群と し て 注目 され て い る 。

( 2 )縄文時代

益城町 内 に は 、 点 々 と 縄文時代 の土器 や石器が 出土す る 場 所があ り 、 長 い縄文時代 に 、 か な り 多 く の 人 の

生活が 営 ま れ た と 思 わ れ る が、 残 念な が ら そ の 実体は 良 く 分かつて いな し、。 こ こ で、 は 、 正式 な 発掘調査 を 行 っ

た 二カ 所の 遺 跡を 紹介し 、 こ の 時代 を 考 え て みた い 。

櫛島遺 跡 (大字島 田) か ら は 、 押型文土器の 他に 、 塞 ノ 神式土器の 立派な もの が 出土し た 。 縄文時代 の早

い 時 期の もの で あり ながら、 土器の 表面 の 文様に は 、 後の 時 代に 流 行す る、 網目の外 を線で 区画したり 、 あ

る い は そ の 中 に列点 を 入 れ 飾っ た り 、 趣向 を 凝ら し た も の があ る 。 ま た 、 土器以外の生活 の 道 具で あ る 石 槍

や石斧 な ど も出土 し た 。

古 閑 遺 跡 (大字古 閑 ) か ら は 、 の ちに 「古 閑式J と 呼ばれ る 縄文 晩期の 土器が 出土し た 。 縄文後 期か ら 晩

期に か け て の 土器の 移り 変わ り は よ く わ か ら な か っ た が、 古 閑 遺 跡の調査に よ り 、 三万田式か ら 始ま る 、 九

州縄文土器の 発展 の 最後の 姿を、 古 閑 遺 跡出土の 土器が 示して い るこ と がわ か っ た 。
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第I章 序 説

( 3 )弥生時代

弥生時代 の 遺 跡は 、 発掘調査の事 例は 極め て 少 な い が、 特 に 八反 田 遺 跡 (大字 砥)11 ) か ら 出土 し た 蓋棺は 、

弥生 前期 の 板付式土器 と 縄文的色 彩の 強い 夜臼式土器が使用 され て お り 、 当時の縄文時代 か ら 弥生 時代 への

移行期 の 時代 相を 反映し た も の と みら れ る 。

木 山 川 左 岸に 位 置す る 秋永遺 跡 (大字小 池) で は 弥生時代の 竪穴 住居跡と 思 わ れ る も の が 検 出され、 免田

式土器 を 含 む 弥生 時代後期 の 土器が多量 に 出土 し た 。 ま た 、 弥生時代 中 期 と 思 わ れ る 蓋棺墓も 検 出され た 。

そ の 他、 典型 的 な 弥生期 の 環濠の 一部 と 思 わ れ る 断面 V字 形の溝 や、 弥生時代後期 の 水 田 遺構 も 検 出され た 。

平 田 遺 跡 (大字平 田 ) で は 、 弥生時代後期 の 聾型土器がほ ぼ完全 な 形で 出土 し た 。 宮園遺 跡 (大字木山 )

で は 、 大 形聾棺 (須 玖式) や黒 髪式 な どの小 形の 費棺も 出土 し た 。 ま た 、 東無 田 遺 跡、 (大字島 田 ) や下原遺

跡 (大字島 田 ) で は 、 弥生時代 中 期 の 聾棺が 出土 し て い る 。

( 4 )古墳時代

熊本平野の 東部 に位 置す る 益城 町 に は 、 畿内 政権 と 強く 関わ り の あ る 人物 の 墳墓と 考 え ら れ る 前方後 円 墳

は存在 し な い が、 木 山 川沿い の 湿地帯 の縁の方か ら の 開田 に よ る 水 稲耕作 と 、 台地上 の畑作物 を 生産基盤 と

し た在地の大小の 支配者 階層 の 人 々 の 墳墓が みら れ る 。

前期 か ら 中期 に か け て の 墳墓と し て は 、 安山岩 製板石 で 造ら れ た 箱式石 棺が、 大字小 池の 台 地 上、 大字広

崎か ら 大字寺 迫に 至 る 台地の縁辺部、 大字福原の 台地上、 大字上 陳の 台地上 な ど に 分 布し て い る 。 こ の う ち

発掘調 査され た も の は 少 な い が、 鏡を 副葬し て い た大字寺 迫の 城 の 本古 墳を 始め と す る 円 墳、 大字小 池の 秋

永遺 跡に みら れ る 方形周 溝 墓な どがあ る 。

中 期 の 後半 に は 、 益城町 に 隣接 し た 上益城 郡嘉島 町に 装飾壁画の あ る 井寺古 墳 ( 円 墳・ 横穴式石 室) が 造

ら れ、 益城 町 内 各地 の 支配者 も そ の 首長 の 支配下 に 置か れ た も の と 考 え ら れ る 。

後期 に な る と 、 熊本平 野東部の 勢力 の 中 心は上益城 郡御 船町の 台地上 へ 移行 し た と みら れ、 そ こ に 装飾壁

画 を 持つ今城大 塚古 墳 ( 前方後 円 墳・ 横穴式石 室) が 造ら れ て い る 。 益城町大字小 池の 鬼塚古 墳、 大字寺 迫

の 遠見 塚古 墳、 大 字福 原 の 鬼ノ 窟古 墳 ( い ずれ も 円 墳で横穴式石 室) は 、 そ の 勢力 下 に あ る 各地 域の 豪族の

墳墓と みら れ る 。

ま た 、 後期 の横穴 墓は 、 県道熊本 ・ 高森線 に ・沿 っ た大字寺 迫か ら 大字 国原 に か け て の 崖面 と 、 大字福原地

区 に みら れ、 大字寺 中 の 上神 内横穴 墓群の発掘調査か ら みる と 、 副葬品 は 豊か で は な いが、 鉄万や装身 具類

を 伴 う こ と か ら 一般民衆の 墳墓と は考 え に く く 、 各地 域の 豪族の も と に お か れ た 官人層 と も い う べ き 支配者

層 一族の 墳墓と 理解で き る の で は な い だ ろ う か。

( 5 )歴史時代

奈良 ・ 平安時代 に な る と 、 律令体 制の 導入 に伴い 、 肥後国 に お い て も 行政組織の 整 備、 条 里制の 施 行が 進

め ら れ、 そ の 影響が周 囲に 及 ん で く る 。 益城 町の多 く は益城 郡に 属し 、 「和 名 抄jに 見 え る 小 按郷に 比定す る

説があ る 。 益城 郡の 条 里 は 大 き な 河川を 中 心と し た 自然条件に作用 され、 御 船川・ 緑川 ・ 木 山 川 (赤 井川 )

の 3 流 域に 見 ら れ る 。 当町 域の 条 里遺構 は木山 JIIを 中 心に して 、 北 は益 城台地縁辺部 か ら 、 南 は 船野 ・ 飯田

両山 麓ま で 、 流れ に 沿っ て 東西へ網羅的 に展 開して い る 。 古代 の 官街・ 寺 院に 限られて 使用 され た と され る

布目 瓦が古 閑 遺 跡 (大字古 閑 ) ・ 塔の平遺 跡 (大字小 池) か ら 出土 し て い る 。 又、 奈良 朝に 始ま る と され る 僧

侶・ 官人 の 火葬骨を 納め た 須 恵器の 骨査や、 大 陸産陶磁器の 褐軸水 注な どが福 田寺 跡 (大字福原) か ら 出土

して い る 。

中 世 に は 、 大字広崎及 び古 閑 な ど は 木 山 郷に 属し て い た 。 な お 、 中 世 の 城跡に は 赤井城、 砥川 城や飯田 城
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な どがあ る 。

近世 に な り 肥後 藩は 、 寛永 9 (1632) 年 に加藤氏の 移封に伴い 細 川氏 の 支配に 属し 、 古 閑 ・広 崎 の 各村等は

沼山津手永 に 属し た 。 ま た 、 こ の こ ろ か ら 、 台地上の 開拓が行 わ れ る よ う に な り 、 特 に 面積 増加 の 著し い村

は 、 木 山 川中 流 域、 あ る い は 木 山川右 岸益城台地東部の台地で あ り 、 現在の熊本空港 寄り に あ た る 。

現在の 遺 跡周 辺 は 、 熊本市の ベッ ド タ ウ ン と し て 宅地化が 進 み、 熊本市 への 通勤者 も 多 い 。 ま た 、 造成 に

よ っ て 旧 地 形が削 ら れ る な ど、 急速に 昔の面 影を 失いつ つ あ る 。

な お 、 交通混雑 の 様和 、 市 街地化 に 伴 う 道路 ・施設 な どの 環境整 備が早 急な 課題と な り 、 県道熊本 ・益城

大 津線 ( 第 二空港線) が 拡幅 され た り 、 グ ラ ン メツセ熊本 ( 国 際産業 展示場) が建設 され た り 、 益城熊本空

港 イ ン タ ー チ ェ ン ジが建設 されつ つ あ る 。

第3節 発掘調査の概要

1 調査方法および調査区の設定

(1 )調査方法

調 査方法は 、 10m 四方の グ リ ッ ド 法を 採用 し た 。 具

体的 に は 、 第 I層 の 耕作土 を 重 機を 使用 し 一 括し て剥

ぎ取っ た 後、 縄文時代 か ら 弥生時代 の 遺物包 含層 で あ

る 第 E層 お よ び第 E層 ま で を 土層観察用 の 幅60 cm の

畦 を 適宜確 保し な が ら 、 一 区画 ( 10m X 10m ) 毎に 人

力 で掘 り 下 げて い く 方法を と っ た 。 こ う し て掘 り 出し

た 遺物 は 、 出土位 置及 び高 度を 記入 し た 上 で 、 取り 上

げ を 行 っ た が、 遺物 の 出 土量 が多 い 区画 で は 、 同一 の

作業 を 繰り 返し 行 う 手順 と な る 。 な お 、 畦 は 遺物 取り

上 げ後 取り 外 し た 。

こ れ ら の 遺物 の 取り 上 げ作業が終 了し た時点で、 区

画 毎に 清 掃を 行 い 、 第 W層 の 上面 で遺構の有無 を確認

し た 。 存在が確認 され た 遺構 に つ い て は 、 引き 続 き 調

査を 行 い 、 全体 を 1 /20、 一部 (集石遺構 な ど) を I

/10の 縮尺で実測 図 を 作成 し た ほ か、 遺構の 配置を確

認す る た め の 全体図 と し て は 、 1 /200の地 形測量図 を

作成す る こ と と し た 。 ま た 、 そ れぞれの調 査段 階に お

い て 、 適宜写真撮影を実施し た 。

な お そ の ほ か、 土層 の観察 と 縄文時代以前の 文化層

の有無の確認の た め 、 任意 に 数 カ 所の 深堀 の 試掘坑 を

設定 し 、 第 四層 ま で 人力 に よ っ て掘 り 下 げた が、 遺構 ・

遺物 は確認で き な か っ た 。
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第I章 序 説

( 2 )調査区の設定

本調 査に 先 立つて平成 7 ・ 8 年 度に 、 益 城熊本 空港インタ ー チェンジ 建設事 業予 定地 内 の 買収済み の 建設

用 地 に 任意 に 試掘坑 を 設定 し て 、 遺 跡の分 布調 査を 実施し た 。 そ の 結果、 試掘 対象地 区 の う ち 約7 ，900 m2か

ら 縄文及 び弥生時代 の 遺物 が多量 に確認 され た 。

そ の 後も 、 平成 8 年 度か ら 本調 査を 実施し な が ら 、 新た に 買収され た 建設用 地 に つ い て は随時 試掘調 査を

実施し 、 遺 跡の 広 が り を 随時確認 し な が ら 実 際の調 査区 を 決定 し 、 最 終的 に 8 カ 所の 調 査区 で 、 合計約16 ，700

m2の 発掘調 査を 行 っ た ( 第 l 図) 。

な お 、 調 査区 に は、 測 量 の 基 準と す る た め の調 査用 グ リ ッド(区 画) を 10m の 間 隔で設定 し た 。 グ リ ッド

の 設定 方向 は、 4 級基 準点測量 に よ っ て 導き 出 し た 国土 座標E系の メッシ ュの 方向 に 沿っ た も の で、 古閑北

遺 跡は南 か ら 北 に 向 か つて 算用 数字で、 ま た 直行す る 側 を 西か ら 東へア ル フ ァベットで表 し た(第 3 図) 。 同

様に 梨木遺 跡は南 か ら 北 に 向か つて 算用 数字で、 ま た 直行す る 側 を 西か ら 東へア ル フ ァベット及びカ タ カ ナ

で表 し た ( 第 4 図 ) 。
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2 調査の概要 ( 第 5 � 1O図 )

発掘調査の 経過を 発掘調査 日誌か ら 月 別に 記載す る こ と と し た 。

平成 8 年 5 月 発掘調査 の 準備及 び、調査の開始( 5 月 8 日)。 調査事 務所設 置。 表 土剥 ぎ作 業。 調査区画の

設 置。 調 査 区 内 (古閑北 1 区 )の清掃作 業及 び遺構確認作 業。 包含層発掘。 こ の 年 、 九州・山 口 地 区

文化財 担当者ソフ ト ボー ル大会が本県で 開催され た 。

6 月 調 査 区 の 北側 に東 西に 走る 3 号溝の発掘。 こ の 頃か ら 古 閑 北 2 区 の 発掘調査 を 開始す る 。 雨天 の 日

が多 く 、 作 業日数は 10 日位で あ り 、 し か も 調査区内 に 多量 の 土が流れ 込み、 発掘作 業は 停滞ぎみで あ っ

た 。

7 月 古 閑 北 2 区の包含層発掘 及 び中 央 を 東 西に 走る 4 号溝の 発掘。 土器 集中 地点 ( D - 21 グ リ ッ ド) の
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第 8 図 梨木 4 区遺構配置 図

-13一



第 3 節 発掘調査の概要

実測。

8 月 新 し い調査 区の 清掃及 び 除草作業。 梨木 l 区 の包 含層 発掘 (古 閑 北 3 区を 梨木 1 区 と す る ) 。 台風12

号が熊本市内 を 通過す る 。 第78回全国 高校野 球選手権大会 決勝 戦で熊本工業 高校が松 山商業 高校に延

長 1 1 回 を 戦い 3 対6 で敗れ る 。

9 月 梨木 1 区 で硬化面 検 出。 1 号 円 形周 溝遺構 検 出。 ゥー3 グ リ ッド で 弥生土器が多量 に 出土。

10月 2 号 円 形周 溝遺構 検 出。 次 回 の調査区の表土剥 ぎ作業。

1 1 月 梨木 1 区 で集石遺構 検 出。 新 し い調査 区 (梨木 2 区) へ 移動。

12月 梨木 2 区の 本格 的 な 調 査 開始。 1 - 3 号溝検 出、 3 号溝 だ け は 古 い 時期 の溝 の よ う で あ る 。 そ の 後大

小の溝が10条 ほ ど 検 出。 発掘調査現場事 務所を 益城町大字広崎字梨木地 内 に 移動す る 。

平成 9 年 1 月 梨木 3 区 の調査 開始。 九州自動車道の西側 の 法面が火事、 約 1 時 間 後 に鎮 火。

2 月 新 し い調査区 の 表土剥 ぎ作業。 梨木 4 区の調査 開始、 グ リ ッド設定後包 含層 の発掘。 ケ - 3 グ リ ッ

ド 及 び カ - 4 グ リ ッド に 土器が集 中 し て 発掘 され た 箇所があ る 。

3 月 空 中 写真撮影。 梨木 4 区の 道路公 団 施工部分 と 町道部分 は調査完了。 梨木 5 区 へ調査 区を 移動、 同

時 に 梨木 6 区も 部分的 に調査 開始。 梨木 5 区 ( b - 11 グ リ ッド ) で集石遺構 を 1 基 検 出。

4 月 新年 度か ら 2 班体 制で調査 開始。 梨木 4 区の熊本県 の 施工部分 (調 節池) 及 び梨木 5 区 の 道路公 団

施工部分の調査。

5 月 梨木 5 区 で 円 形周溝遺構 を l 基 検 出。 梨木 4 ・5 区 の調査が完了。 梨木 6 区 の 残 り 部分の 表土剥 ぎ作

業、 発掘調査 対象区の最後の調査区 で あ る 。 沖縄 返還25周年。
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第 3 節 発掘調査の概要

6 月 1 - 13号溝 の 検出 。 包含層 の 発掘。

7 月 円 形周溝遺構の 検出 (梨木 6 区 1 ・2 号) 0 14 - 16号溝の 検出 。 調 査面積が残 り 2筆分 と な る 。

8 月 17 ・18号溝 の 検出 。 16号溝 に硬化面 検出 。

9 月 円 形周溝遺構 の 検出 (梨木 6 区 3 ・4 号) 。 台風19号が 枕崎に 上 陸。 遺 跡全体の 地 形図 や必 要な 図面

の作成。 遺 跡遠望の 写真撮影や空 中 写真撮影の実 施。

以上の 経過に よ り 、 9 月 22 日 ( 月 ) に 益 城熊本空港 イン タ ー チ ェン ジ に 関す る 発掘調査は 無事完了し た 。

3 遺跡の基本層位(第11図)

古閑北遺 跡・梨木遺 跡の 層 序は 、 熊本平野 に 基本的 に 見 ら れ る も

の で 、 阿蘇山 の 火 山 灰堆積土層 で あ る 。

I層 は 、 耕作土 層 で あ り 、 色調 は 主に 灰褐色であ る 。

E層 は 、 黒色土層 で 通称 「ク ロ ボク 」 と 呼ばれ 、 開田に よ り ほ と

ん ど削 平 され、 部分的 に し か残存 し て いな い。

E層 は 、 し ま り の な い、 サ ラ サ ラ し た褐色土層 で、 上部の暗褐色

土 を a 、 下部の 淡褐色土 を b と 区分 し た 。

W層 は 、 黄褐色土層 で、 やや粘質性があ り 、 いわ ゆる 「ア カ ホ ヤ」

と 称 され る 土層 で あ る 。

V層 は 、 暗褐色土層 で あ る が、 上部 は か な り 暗 く 、 下部 は 明 る

い色調 で あ る 。

VI層 は 、 「ニガ シ ロ 」 と 通称 され る 黒色土層 で、 層 全体が 塊状 に

硬化 し て いる 。 中 に は長石、 石 英、 火 山 ガ ラ ス な ど を 多量 に 含ん で

いる 。

vn層 は 、 明褐色 ロ ー ム質土層 で、 いわ ゆる 「ハ ー ド ロ ー ムJ と 称

され る も の に 類似 し 、 か な り 硬 く し ま っ て いる 。

な お 、 遺物 出土状況は概ね次の よ う で あ っ た 。 E層 が弥 生時 代後

期 、 ill a 層 が縄文時 代後 ・晩期 、 ill b 層 - N層 上面が縄文時 代早 ・

前 ・中 期 で あ っ た 。
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第E章 古閑北遺跡、の調査

第E章 古閑北遺跡の調査

第1節 縄文時代の遺物

l 土器 ( 第12- 15図 )

古閑北遺 跡の l 区 と 2 区 か ら は 、 数十点 の土器が 出土 し た 。 縄文時代晩期 の 土器がそ の ほ と ん ど を 占め る 。

そ の 中 か ら 、 口縁部 と 底部 を 中 心 に 器 形の推定が 可能 な もの を 25点掲載 し 、 口縁部 の 特徴 を もと に 深 鉢型土

器 と 浅 鉢型土器 に 分け た 。 以下、 こ れ ら の 土器 に つ い て 見 て い き た い 。 な お 、 個別の土器の計測値 お よ び観

察 結果 に つ い て は 「古 閑北遺 跡出土土器観察表 J (第 2 表) に ま と め て い る 。

深鉢形土器 ( 1 - 11 、 15)

いずれ も口縁部の 破片 で あ る 。 1 と 2 は 内 電気味に外に 聞 く 頚部か ら 、 く の 字状 に 折 れ る 口縁帯 を 持つ 。 口

縁帯 に は 2 - 3 条 の平行回線 を 持つ 。 2 よ り もl の 方が口縁部の屈 曲 が 強い 。 3 は頚部か ら 外傾気味に 立 ち 上

がる 口縁帯 を 持つ 。 口縁帯 は 条 痕調整の後、 ナデ調整 を 行 っ て い る 。 4 は頚部か ら 外傾す る 肥厚気味の 口縁帯

を 持つ 。 口縁帯 に は横 方向 の 条 痕が施 され て い る 。 5 - 10は頚部で く の 字 形に 屈 曲 し 、 外傾す る 口縁 を もっ。

5 は 口縁部外面 に 5 条 の 平行沈線 を もっ。 頚部 は 稜を な し て 屈 曲 し 、 口縁部 は やや肥厚 し 、 内 電気味に 立 ち

上がる 。 6 - 9 は 口縁部外面 に 員殻条 痕を 施 し た 後、 ナデ調整が行 わ れ て い る 。 9 は頚部の 屈 曲 が ゆる く 、 内

面で稜 を な さな い 。 10の 口縁部外面 は無文で あ る 。 11 は胴部で屈 曲 し て 内寄 す る 頚部 を 持 ち 、 口縁部外面 に

突帯 を 持つ 。 15は胴部 と 頚部で ややゆる め に 屈 曲 し 、 外傾気味に 立 ち 上が る 口縁帯 を 持つ 。 口縁帯 の 外面 は

無文で あ る 。

浅鉢形土器 ( 12 - 14、 16 - 20)

い ず れ も口縁部の 破片 で あ る 。 12 は大 き く 外 に 開く 体部か ら 直 立す る口縁帯 を 持つ 。 口縁帯 に は 2 条 の 平

行凹線があ る 。 13 と 14 は胴 部 か ら 頚部 に か け て 内側に 屈 曲 し 、 頚部か ら 立 ち 上が る 口縁帯 を 持つ 。 口縁帯 に

第2表 古閑北遺跡出土土器観察表
遺物 器 種 口径 底径 現存晶 調 整 色 調

胎 土 焼成
調査 出土

取上番号 備考
番号 (cm) (cm) (cm) {内面) {外面) (内面) (外面) 区 地点

1 深鉢口縁 28.2 8.2 ミガキ 凹継条、ミガキ 灰黄褐(10YR6I2) に，��褐(7.5YR関) 砂粒歩量、石菱、角関石、長石を含む 良好 E・1 74 

2 深鉢口緑 33.6 8.3 ナデ 凹踊峰、ミガキ にぷ黄檀(10YR町'4) 明藤縄(5YR5I6) 砂粒多量、石英、角関石、長石を含む 良好 2 8-21 71 5 

3 深鉢ロ縁 32.0 4.7 ナデ ナデ にぷ黄橿(10YR6J3) 灰黄褐(10YR6I2) 砂粒歩畳、石英、角閃石、長石を宮古 良好 2 B・21 1 924 

4 深鉢口縁 29.8 5.9 条檀揖ナデ 皇宮檀ナデ に4喧(7目5Y即時 灰黄絹(10YR5厄) 砂粒多量、角閃石長石を含む 良好 2 B・21 1 425 

5 深鉢口縁 32.3 1 8.9 ミガキ i'1:i緯1幸、ミガキ lこ摘(7.5YR6I4) に;�責置(10YR6I4) 砂脚量、石英、角閃石長石捻む 良好 2 0-21 一括 ÁÁ付昔

6 深鉢口緑 35.1 6.9 ナデ 轟直接ナデ にぷ黄橿(10YR的l に，�檀(7.5YR例) 砂粒歩量、E裏、角閃石長石を含む 良好 2 8-21 5961.也 スス村薗

7 深鉢ロ縁 36.4 6.2 ナデ ナデ にぷ黄橿(10YR713) 黄灰(2.5Y4I1) 砂粒姐‘石英、角閃石長石鈴古 良好 2 C-21 1 800他

8 深鉢口縁 36.4 7.6 ナデ 条車種ナデ 明責褐(10YR71措) 檀(5YR6I6) 砂粒歩量、石英、角!司石、長石を吉右 良好 2 8-21 681 他 スス付着

9 深鉢口縁 41 .5 1 2.7 ミガキ、ナデ 豊富櫨ナデ にぷ橿(5YR町'4) 橿(5YR6I6) 融世世量、石英、角関石、長石を含む 良好 2 C-21 1 883他

10 深鉢口縁 36.6 1 6.1 ミガキ ミガキ、ナテ にぷ責橿(10YR6J3) 庇黄(2.5Y6I2) 砂粒骨量、石英、角師、長石を吉右 良好 2 0・22 21 42他

1 1  深鉢口緑 7.9 ミガキ ミガキ 灰貴褐(10YR限) に，�黄橿(10YR7，吊) 砂粒歩量、石英、長石を含む 良好 2 C-21 2496 

1 2  浅鉢口縁 25.0 3.8 ミガキ 凹鎗2"、ミガキ 黄灰(2.5Y'町1) にぷ黄橿(10YR7/4) 砂粒歩量、石英、角閃石、長石を含む 良好 2 8-21 590 

1 3  浅鉢口縁 3.3 ミガキ i'1:線1鼻、ミガキ 黄灰(2.5Y町2) 黒帽(2.5Y百1) 砂粒多量、角閃石、長石を含む 良好 2 C-22 1 298 

1 4  浅鉢口縁 37.4 3.0 ナデ 曲線1条、ミガキ 運責置(10YR8I3) にぷ黄喧(10YR713) 砂粒多量、石英、角閃石、長石を宮古 良好 0-1 472 

1 5  深鉢口縁 39.0 50.3 ミガキ、ナデ ミガキ、ナデ 庇黄椙(10YR6I2) にぷ置(7.5YR7/4) 砂粒歩量、石英、長石を含む 良好 2 0・21 1 696他 スス村薗

1 6  浅鉢ロ縁 42.2 1 1 .3 ミガキ、ナデ ナデ 灰責(2.5Y7，厄) に，�黄橿(10m厄) 融粒歩量、石英、角閃石、長石を官官 良好 0・1 320他 スス付着

1 7  浅鉢口縁 30.1 2.9 ミガキ ミガキ 黒褐(2.5YR3/2) 黒揖(10YR3/2) 砂粒多量、石英、長石を含む 良好 2 0・22 214511也

1 8  浅鉢口縁 22.0 6.6 ミガキ ミガキ 初ーr黒(5Y3I1) 植民(10YR4I1) 砂粒歩量、角閃石、長石を宮古 良好 2 C-22 1 260 

1 9  浅鉢口縁 7.2 ミガキ 誼状ロ緑、ミガキ にぷ費橿(10Y剛) 灰黄褐(10YR5I2) 砂粒歩量、石裏、角閃石長石を含む 良好 2 B・21 706他

20 浅鉢回線 33.4 7.3 ミガキ ミガキ 揖灰(10YR4I1) 黒揖(10YR3/2) 砂粒歩量、石英、角閃石長Eを宮む 良好 2 C-21 5溝一括

21 鉢底部 7.5 1 .7 ナデ ナデ にぷ黄橿(10YR713) にぷ黄橿(10YR7/4) 砂粒骨量、石華、角閃石、長石を含む 良好 2 0-21 一括

22 鉢底部 9.2 2.3 ナデ ミガキ にぷ黄橿(10YR町'4) 橿(7.5YR附) 砂粒骨量、石英、長石を含む 良好 2 C-21 一括

23 鉢底部 1 0.0 7.0 ミガキ ミガキ にぷ黄橿(10YR町4) 橿(7.5YR附) 砂粒歩量、石英、長石を含む 良好 2 8-21 759他

24 深鉢底部 1 0.4 1 1 .9 ナデ ナデ 灰責(2.5Y7且) に，��黄橿(10YR7/4) 砂租歩畳、E英、角閃石、長石を含む 良好 2 0-22 21 8811也

25 深鉢底部 1 3.8 6.3 ミガキ、丹. ナデ lこ措(7.5YR6I4) にぷ黄橿(10YR7/4) 砂粒歩畳、石菱、角閃石、長石を含む 良好 2 C-21 8941，也 ÁÁ甘薗
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第l 節 純文l時代の造物
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第H掌 古I��I北巡跡の調査

は沈帝京l条を持つ。16は椀状の 若手形で、 肩部で屈r!liして直立し、 霊長部から 外反する 口縁部を持つ 。17と 18は

外反する 頚部から 立ち上がる 口縁帯を持つ 。19は頚部から 外傾する 直口 口縁で、 波状を呈する 。 2 0は椀状の

器形で、 口縁外側にl条の沈線があり、 内側1)はくの 字形に小さく屈曲している 。

底部(21� 2 5) 

底部は 5点掲載した。21と 22は胴部が外反し、 ほぽ垂直に底部端に連なる。2 3� 2 5は底部端が外側に張り

出す。 24、 2 5は 底面が上げ底気味になっている。
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第l節 縄文時代の遺物

2 石器 (第 16図)

古 閑 北遺 跡の l 区 と 2 区 か ら は 、 合計10点 の縄文時代の石器が 出土 し た 。 そ の 内 訳は 、 石鎌 5 点 、 石匙 1

点 、 石錐 l 点、 磨 製石斧 3 点で あ る 。 こ こ で は 、 出土 し た遺 物の特徴 を 器種 ご と に 見て い き た い 。

な お 、 そ れぞれの 遺 物の計測値 に つ い て は 、 「古閑北遺 跡出土石器観察表J ( 第 3 表) に ま と め て い る 。

石鍛 ( 1 � 5 )  

石 鉱は 、 5 点 出土 し た 。 石材 と し て は 、 黒耀石 製が 2 点、 頁岩 製が 1 点 、 安 山 岩 製が 2 点 と な っ て い る 。

出土 し た石 鉱は 、 す べ て 無茎識に あ た る が、 形状 は いずれ も 二等辺三角 形を 呈す る も の ( 2 類) で あ る 。

さら に 、 基 部 の 形状 の 特 徴 か ら 、 平 基 の も の ( a ) 、 浅 い 扶 り が入 る も の ( b ) 、 V字状 に 扶 り が入 る も の

( c ) 、 U 字状 に扶 り が入 る も の ( d ) の 4 類 に 細か く 分類す る こ と がで き る 。

2 a 類 ( 2 ) 

平基で 、 二等辺三角 形を 呈す る 石 動産で あ る 。 l 点 出土 し て い る 。 表裏面 と も 細か な 調整が行 わ れ て い る 。

2 b 類 ( 4 ) 

二等辺 三角 形で 、 基部 に 浅 い扶 り の 入 る 石鹸で あ る 。 I 点 出土 し て い る 。 風化 と 摩耗が激 し く 、 調整がわ

か り に く く な っ て い る 。

2 c 類 ( 3 ) 

二等辺三角 形で 、 基部が V字状 に扶 ら れ た 凹基の石 鍛で あ る 。 l 点 出土 し て い る 。 作 り が非常に 丁寧で あ

り 、 側縁に 細か な 鋸歯が施 され て お り 、 左脚部 を 欠損 し て い る 。

2 d 類 ( 1 、 5 ) 

二等辺三角 形で 、 基部が U 字状 に扶 ら れ た 凹基の石 鍛で あ る 。 2 点 出土 し て い る 。 l は 長 さ3.90 crnの大型

の 石 鍛で あ り 、 先端が再生 されて い る 。 又風化 を 受け て い る 。 5 は 内寄 し た 側縁 を 持 ち、 表裏面 と も 細か な

調整が行わ れ て い る 。

石匙 ( 6 ) 

石 匙は 、 黒耀石 製の小型の横 形石 匙が 1 点 だ け 出土 し た 。 石器の大 き さに 比し て 摘み部が大 き く 作 り 出さ

れ て い る 。 表面右側縁 に 裏面側 か ら 細か な リ タ ッ チ を 施 し扶入部 を 作 り 出し て い る 。 左側縁の扶入部の作 り

出し は 、 表裏両面 か ら 施 され て お り 石鹸の扶入部の 製作 技法に 類似す る 。 摘み部の作 出は 、 左右両側 で調整

加工の手 法が異 な り 、 見 方を 変え右側 を 上部 に 置く と 石 鍛で あ る 可能性 も 考 え ら れ る 。

石錐(7 )

石錐 は 、 l 点 出土 し た 。 円 形の つ ま み状の頭部 を 持 ち、 やや長 い錐部 を も っ て い る が、 か な り 雑 な 作 り で あ

る 。

磨製石斧 ( 8 � 10) 

磨 製石斧 は 、 3 点 出 土 し た 。 8 は ホ ル ン フ ェ ル ス 化 し た 石材 を 素材 と し て 基部側 か ら 石器 中 位面 に か け て 大

き く 欠損 し て い る 。 刃部の 形態 は 両刃で あ り 、 刃部及 び石器全面 を 丁寧 に 磨 い て い る 。 9 は 蛇紋岩 製の 磨 製石

斧 で ある 。 基部 側上 半部 を 欠損 して い る 。 刃部及 び器面 中 央は 丁寧に 磨か れ、 一 部 に 形状調 整段 階の剥 離痕

が観察 され る 。 石器 中 位面 の左右両側縁 に 潰れ 痕が認め ら れ 装着痕の 可能性が考 え ら れ る 。 10は 砂岩 製の 磨

製石斧 で あ る 。 石器中位面か ら 刃部 に か け て 欠損 し て い る 。 板状 に剥 離され た 剥 片 を 素材 と し 、 左右両側縁

の 表裏両面 か ら 形状調 整の た め の剥離 を 施 し て い る 。 研磨 は基部の 表裏両面 と 表面の器面中 央部 に 認 めら れ

る 。 基部上端 に は 研磨 に よ り 面 と り が施 されて い る 。
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第l節 縄文時代 の遺物

第3表 古閑北遺跡出土石器観察表

遺物 計測値(残存部) 調査 出土 取上番号 備 考
番号 器 種 石 材

長さ(cm) 幅(cm) 厚み(cm) 重量(g) 区 地点

石鍛 頁岩 3.90 1.85 0.50 1.6 1 D・1 46 風化

2 石鍛 黒耀石 1.90 1.45 0.30 0.6 E-1 87 

3 石鍛 安山岩 2.65 0.90 0.30 0.6 2 E-21 2289 鋸歯

4 石鍛 安山岩 2.90 1.55 0.50 1.8 2 D-21 1622 風化

5 石鍛 黒耀石 2.30 1.50 0.40 0.8 2 E・21 2346 

6 石匙 黒耀石 1.35 1.60 0.30 0.4 2 B・21 584 

7 石錐 黒耀石 2.60 1.50 0.75 1.6 2 C-21 4号溝上部一括

8 磨製石斧 ホルン7工lレス 12.80 5.90 3.70 208.6 E-3 235 

9 磨製石斧 蛇紋岩 6.90 4.70 1.70 61.2 1 E・3 231 

10 磨製石斧 粘板岩 8.50 5.80 1.35 81.6 2 C-21 896 基部平坦面あり

第2節 その他の時代の遺構

古閑北遺跡の l 区 と2 区か ら 合計 7 本の溝状遺構が検出 さ れ た 。 時期 は 不確定で あ る が、 覆土か ら 近世の

陶磁器片が出土 し て い る の で 、 近世以 降と考 え ら れ る 。 ま た 、 3 号溝の 中 程に 幅約O.55m X 厚 さ 約O.l5m の褐

色土の硬化 面が検出 さ れ た 。 こ れ は 、 人 々 の往来 に よ り 踏み 固 め ら れた道路状遺構 と考 え ら れ る 。
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第皿章 梨木遺跡の調査

第田章 梨木遺跡の調査

第1節 旧石器時代の遺物

梨木遺跡か ら 出土 し た 旧 石器時代 の遺物 は 、 ナ イ フ 形石器 2 点で あ る 。

ナイフ形石器 ( 第 17図 )

I は 1 区 の エ - 6 グ リ ッ ド か ら の 出土で、 縄文時代 の 包含層 の最下部かつ ア カ ホ ヤ 直 上か ら の 出土 で あ る 。

完形品 で 、 長さ4.2 cm、 幅1 . 8cm、 厚 さ0. 8cm、 重 さ4.9 g を 計 る O

石材 は黒耀石で 先細 る 縦 長剥 片 を 素材 とし 、 表面 に磯面 を 大 き く 残 し 、 ま た裏面 に は パルプを 残 置す る 。

素材剥 片 の 形 状を 大 き く 変更せず、 表 面左側縁基部 に わ ず、か に リ タ ッ チ を 加 え て作 り 上げて お り 、 基部加 工

の ナ イ フ 形石器 に 分類 で き る 。 石器の 先端部 は素材剥片の形 状を そ の ま ま 利用 し 、 左右両側縁 に 使用 痕が観

察 され、 こ の石器の使用 ・用 途 を 考 え る 上で示唆的 で あ る 。

2 は l 区 の オ 6 グ リ ッ ド か ら の 出土で、 l と同 様の 出 土であ る 。 基部 を 残 し 刃部 は 欠損 し て い る の で全容

は わ か ら な い が、 長さ2.1 cm、 幅1 .3 cm、 厚 さ0.35 cm、 重 さ0.75 g を 計 る 。

石材 は 黒耀石で縦 長剥 片 を 素材 とし 、 l と同 様に 、 素材剥 片 の 形 状を 大 き く 変更せず、 リ タ ッ チ は 基部 に の

み 、 わ ず か に 施 さ れて い る 。 表 面の剥離面構成 は 、 上下方 向 の 対向 す る 剥離面が観察 され、 こ の石器の素材

剥片 を 剥 ぎ出 し た 石 核の 形 状を 類推す る こ と が 可能であ る 。

旧石器時代の 遺物 とし て は 2 点 だ け の 出土であ る が、 本遺 跡に お い て確実 に 旧 石器時 代に も 人 々 が生活し

て い た とい う 確か な 証拠 と な る も の で あ ろ う 。

第 I章第 2 節で も 触れ た と お り 、 隣接す る 益城町の 塔の平遺跡か ら も 細石器や剥片石器が表面 採集 され て

お り 、 ま た 、 近 隣 の 「 く ま も と未来国体」 の 主会場 予定地であ る 熊本市平山町の 石 の 本遺跡 か ら も 約22，000

年前 の 火 山灰堆積層 で あ る 「姶良 ・丹沢 ( AT)層」 の下 に あ た る 、 赤褐色 土層 か ら 局 部磨製石斧や剥片石器

な どが 出土 し て お り 、 こ れ ら は 旧石器時代人の狩猟生活が 想像で き る 資料 で あ る と い え よ うO

2 
〈こご〉

くこ〉 O 5cm 

第 17図 梨木遺跡出土旧石器
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第 2 節 縄文時代の遺物

第2節 縄文時代の遺物

1 集石遺構 ( 第 1 8図 )

縄文時 代早期 の も の と 思 わ れ る 集石遺構が、 梨木 l 区 と 梨木 5 区 か ら そ れ ぞ、れ l 基ずつ確認 さ れ た 。 いず

れ も ア カ ホ ヤ 火 山 灰 層 下 の V 層 中 よ り 検出 さ れて いる 。

梨木1区集石遺構

W層 ( ア カ ホ ヤ 火山灰層 )と V 層 ( 暗褐色土 )の 境に や や 食い込む形 で、検出 さ れ た 。 伴 出遺物がな いの で

時期 の特定 は で き な いが、 隣接す る グ リ ッ ド に お いて 塞 ノ 神式土器の 口縁部等が数点 出土 し て いる の で 、 縄

文時 代早期 の 遺構が存 在す る 可能性があ る と 思 わ れ る 。 石 (合計29個 )を 取り 除いた後の掘 り 込みは確認で

き な か っ た 。 土層 の堆積そ の も の が削 平 に よ り 浅 く な っ た た め 、 集石 の下部 し か残 ら な か っ た の か も し れ な

い。 旧 地形 は 南側 正陵部 か ら 北側 谷部 に 向 か つて傾 斜し て いる も の と 思 わ れ、 集石 は E陵部の北側縁の部分

で検出 さ れ た 。

梨木5区集石遺構

梨木 5 区 の 南側 斜面部で検 出 さ れ た 集石で、 不整形の 2 群の 浅 い掘 り 込みを も っ て いる 。 こ の 2 群の土坑

の 中 に は 合計31個 の 離があ り 、 約半数は赤く 焼け て いた。 土坑 は V 層 (暗褐色土 )の 中 に掘 り 込ま れて お り 、

埋土は 柔ら か い黒褐色土であ る 。 こ の 集石 も 伴 出 遺物がな いの で 時期 の特定 は で き な いが、 縄文時 代早期 の

遺構 と 考 え ら れ る 。

2 土器 ( 第 19�41 図 )

梨木遺跡か ら 出 土 し た縄文土器の 時期 は 、 早期 か ら 晩期 ま で 継続 し て いる が、 中 期 以 降 の も の がそ の 多 く

を 占 め る 。 こ の う ち 、 口 縁部 と 底部 を 中 心 に 器形の推定が可能 な も の を 144点 掲載 し た 。 以下、 こ れ ら の 土器

に つ いて 時期 別 に 見 て いき た い。

な お 、 個 別 の土器の計 測値お よ び観察 結果 に つ いて は 「梨木遺跡 出 土縄文土器観察表J ( 第 4 、 5 表 )に ま

と め て いる 。

(1)縄文早期土器

押型文土器、 塞 ノ 神 式土器が出 土 し た 。

押型文土器 ( 1 、 2 ) 

口縁部 l 点、 底部 l 点 を 掲載し た 。 1 は や や外反気味の 口縁 を 持 ち 、 外 面は横位の 山形文、 内 面は 原体条 痕

と 横位 の 山 形文が施文 さ れ て いる 。 2 は平 底で、 底部 と 胴部が直 線的 に つ な が り 、 外 面に横位 の 山 形文が施文

さ れ て いる 。

塞ノ神式土器(3、 11)

3 は 口縁部の 破片 で あ る 。 円筒形の胴部か ら 屈曲して大 き く 聞 く 口縁 を も っ。 内 面は ナデ調整で 、 外 面の

口縁部 に 連続刺突文、 胴 部 に 撚糸文 を 充填した 文 様帯が施文 さ れ て いる 。 1 1 は深鉢形土器で 、 破片 の 残 り が

良 く 、 ほ ほ全体 を 復原す る こ と がで き た 。 円筒形で 上半 に最大径 を も っ胴部か ら 、 や や外反気味に 開く 口 縁

部 を も っ。 外 面は 全体的 に 員殻条痕調整の 上か ら ナデ調整が行わ れ て お り 、 口縁部 に 貝殻連続刺突文 と 細 い

沈線文、 胴部 上半に は平行 し て 員殻連続 刺突文が 3 条施 さ れ て いる 。 器 面の 状態 か ら 、 調整の 順序は 員殻条

痕→刺突文 →ナデ→沈 線文 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 口唇 に 癒状の突起が l 個現存 し て いる 。 残 り の位 置は不明
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梨木遺跡の調査第 田章

で あ る が、 施文の状況か ら 見 る と4 個 あ っ た の で は な い か と推定 さ れ る 。

( 2 )縄文前期土器

轟式土器、 曽畑式土器が 出土 し た 。

轟式土器(4 � 8、 12 )

4 、 5 、 12 は 口縁部 の 破片 で あ る 。 とも に 直 口 口縁で、 内外面 とも 貝 殻 に よ る 条 痕調整が施 さ れ、 口唇 に は

。
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第 2 節 純文時代の造物
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第2節 縄文時代の遺物

刻目 を 持つ 。 こ の う ち 、 4 と5 は 出 土地点や施文、 胎土の特徴 な どか ら 同一個体の 可能性があ る 。 6 は上半

部の 破片で あ る 。 直 口 口縁で 口 唇 に 刻み 目 を も ち 、 口縁下 に は 2 条の平行す る 隆起帯 を も っ。 ま た 、 外 面は

条 痕調整の後、 流水 状あ る い は 波 状の 文 様ら し き も の を 施 し て い る 。 7 と 8は平底の底部片 で 、 内外 面と も

貝 殻 に よ る 条 痕調整が施 さ れ て い る 。

曽畑式土器 ( 9 、 10)

口縁部 1 点、 底部 l 点 を 掲載し た 。 9 は 直 口 口縁で、 口縁部外 面は平行 沈線文 の 上 に 連続 山 形文 を 重ね て

施文 し て い る 。 10 は 丸底 の 底部 片で 、 胎土 に は 滑石が含 ま れて い る 。

(3 )縄文中期、 後期前半土器

並木式土器、 阿高式土器、 出水式土器、 鐘崎式土器な どが多数出土 し た 。 良好な 資料が少 な く 、 中期土器

と後期 土器 を 明確 に 区分す る 事 は で き な か っ た が、 口縁部 と底部の特徴 を も とに 分類 を 行 っ た 。

口縁部 ・ 胴部

並木式土器 ( 13、 14)

13 は上半部の 破片で あ る 。 外 面に 貝 殻の 腹縁 と思 わ れ る 2 列単位の施文 具に よ る 押引文 を 施 し 、 聞 の 無文

部 に 回線文 を 入 れ て 押引文 を 強調 し て い る 。 口 唇 に も 押引文が施 さ れ 、 一部 に は 突起があ る 。 14 は 凹 線文の

後 に 貝 殻 腹縁 と思 わ れ る 2 列単位の 施文 具によ る 沈線文が施文 さ れ て い る 。 ま た 、 口 唇 に は 押引文が施 さ れ

て い る 。

岡高式土器 (15-46、 49 - 5 1 、 62)

梨木遺跡か ら は 多数の 阿高式土器が出土 し た 。 ほ とん どが深鉢形で あ る と思 わ れ る が、 施文の位 置と特徴

を も とに 、 I類 - VI類 に 分類 し た 。

I類 (15- 1 8、 20、 21 )

上半部 に 単一 の 施文が行 わ れて い る も の を I類 とし た 。 文 様は 直線的 で 、 枝 状突起があ り 、 入 組文 は 未発

達の も の が多 い 。 口 唇 に は 指頭 ま た は 棒状工具に よ る 刻目 を も つ も の があ る 。 器形 は胴部か ら 口縁 に か け て

ほ ぼ直立す る も の ( 15、 17、 1 8) と胴部が 膨ら み 、 口縁が内寄す る も の ( 16) があ る O 胴部の 破片で あ る 20、

21 も I類 に な る と思 わ れ る 。

E類 ( 19、 22 - 24)

文 様帯が複数あ る も の を E類 とし た 。 文 様は 凹 点 丈、 入 組文 な ど多 様で 、 突帯を 使用 し た も の ( 19) も あ

る 。 器形 は胴部か ら 口縁 に か け て ほ ぼ直立す る も の ( 19) と胴部上半がい っ た ん く びれ て 口縁が直立あ る い

は外反気味 に な る も の (22 - 24) があ る 。

皿類 (25- 27)

口縁部 に 狭い 文 様帯を も つ も の を E類 とし た 。 文 様は 平行的 で 、 入 組文 な どが 使用 さ れて い る 。 器形は 単

純な 深鉢形で 、 直立気味の 口縁 に な る と思 わ れ る 。

N類 (29 - 34)

口 縁部 に押点文 を も つ も の を W類 とし た 。 中 に は押点文 と簡略化 した 回線 文を 併 用 したも の (29) も あ る 。

器形は 口縁が直立す る も の (29、 34) 、 外反す る も の (30) 、 内青す る も の (31 、 33) 、 肩部で 屈曲し て 立 ち 上

が る も の (32) があ る 。

V 類 (2 8、 35- 37、 49- 51 )

や や 肥厚 し た 口縁 を も ち 、 浅 く 太め の 凹線文が施 さ れ て い る も の を V 類 とし た 。 文 様は平行文や S字状文、

凹点 文な どがあ る 。 い わ ゆる 「南福寺式 」に近い特徴 を 持つ 。

AU
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第21図 梨木遺跡出土縄文土器(3)
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第2節 純文時代の遺物

VI類(38�46、 62 )

無文のものをVI類とした。器形 は口縁が直立するもの(38�40、 46)、 内傾するもの(41) 外反するもの

( 42 �44)、 肥厚した口縁をもつもの(45)に分けられる。

出水式土器(47、 48、 52 �56、 63、 64、 73)

胴部上位がふくらみ 、 直 立 ある い は外反気味の口 縁をもっ 。仁l 縁 は 肥厚する。文様によって、 連続刺突文

をもつもの(52 �56、 63)、 沈線文をもつもの(48、 64、 73)、 無文のもの(47)に分けられる。48は 口縁部

が肥厚してい ないが、 施文の特徴から出水式に含めた。

御手洗A式土器(57、 58)

外反気味の 直 口口縁で口縁の内 外面に連続刺突文をもっ土器で、 御手洗A式土器に近似した特徴を持つ。

市来式土器(59、 60)

断面三角形に肥厚させた外反口縁をもつもの。口唇部には 連続刺突文をもっ。

北久根山式土器(61)

61は肥厚した 口縁に綾杉状の短 沈線文を施しており、 北久根山式に近似した特徴を持つ。

鐘崎式土器(65�72 )

沈線文と磨消縄文を併用した土器で、 ふくらみの ある胴部と 外反口縁をもっ。口唇 外側に突帯をもつもの

(65�67、 69)や、 橋状把手をもつもの(65、 66、 69)がある。文様 は沈線文と磨消縄文を併用したもの
(65， 66、 68、 70)と 沈線文のみのもの(67、 69、 71、 72 )に分けられる。
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第22図 梨木造跡出土縄文土器 (4)
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第 2 節 縄文時代の遺物

底部 (74 � 81 )

8点 を 掲載し た 。 平 底の も の と脚状の も の ( 81 ) があ る 。 74 は底部 端が外 に 張 り 出 し 、 底面に は 鯨の 脊椎

骨と思 わ れ る 圧痕を 残す 。 79 は 薄手で 上げ 底気味の 底部で、 外 面に赤色顔料が 塗布さ れて い る 。 80 も 上げ底

気味の 底部 を も っ。

( 4 )縄文後期 後半、 晩期土器

器形か ら 深鉢形土器 と浅鉢形土器 に 分 け 、 さ ら に 残存部、 形態 の特徴 を も とに細 分 を 行 っ た 。

口 縁部

深鉢形土器 ( 82 � 109) 

形態 に よ っ て A � D類 に 分類 し た 。

ミぉ

一一一一

\ 
、

1 
1 

第28図 梨木遺跡出土縄文土器 (1 0)
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第 2 節 純文l時代の造物

A類 ( 82 �93)

胴部 で屈曲 し 、 いったん 内 背 し て外に開 く 頚部 から 立ち 上 がる口 縁帯を も つも の。 4類に細 分 し た。

A l  類(82 � 86)

口 縁が稜を なし て屈曲 し 、 内 傾 ある いは 直立 し ているも の。 口 縁部: に2 �3 条の平行凹線を も っ。 82 は 口

縁下 端に抑点文をも っ。 ま た 、 84、 86は胴部の屈 曲 の上に凹線を も っ。
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第30図 梨木造跡出土縄文土器 ( 1 2)
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第 2 節 縄文時代の遺物

A 2 類 ( 87、 89)

内傾す る 口 縁帯 に 5 � 6 条 の 平行沈線 を も っ。 無文の も の ( 89) も あ る 。

A 3 類 ( 88、 90、 91 )

肥厚 し た 口縁帯 を も ち 、 口縁内 面の 屈 曲 が明瞭で な い も の 。 88は 口縁帯 に 7 � 8条 の粗雑 な 平行 沈線文、

90は 山形の沈線文 を 施す 。 91 は無文で あ る 。

A 4 類 (92、 93)

薄手で 長め の 口 縁帯 を も っ。 2 点 と も 無文であ る 。

B 類 (94 、 95)

胴部で 屈 曲 し 、 い っ た ん 内奇 し て外反す る 口縁で、 口縁帯 を も た な い 。

C 類 (96 � 106) 

胴部 と 頚部で く の字形 に 屈 曲 し 、 外傾す る 口縁 を も つ も の 。

C 1 類 (96、 97)

口縁部外 面に 4 � 5 条 の 平行沈線 を も つ も の 。 頚部は稜 を な し て 屈 曲 し 、 口 縁部 は や や 肥厚 し て い る 。 97

は波状口 縁 で あ る 。

C 2 類 (9 8� 100) 

口縁部外 面に 貝 殻条 痕が施 さ れ て い る も の 。 口縁部 は や や 肥厚 し て い る が、 頚部の 屈 曲 は や や緩 い 。 100 は

条 痕の 上 か ら ヘ ラ ミ ガ キ を 行 っ て い る 。

C 3 類 ( 101 � 106) 

無文の も の 。 口縁部が 肥厚 し た も の ( 103、 106) と 、 薄手の も の があ る 。

D類 ( l07� 109) 

直 口 口縁 を も つ も の 。 内外 面と も 条 痕調整が さ れた粗製 土器で あ る 。 107は胴部上半がわ ずか に 内寄す る 。

-
\ 1 0cm 

第34図 梨木遺跡出土縄文土器 ( 1 6)
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第 E章 梨木遺跡の調査

ま た 、 109 は 円 筒状の小型土器で あ る 。

浅鉢形土器(110- 125)

形態 に よ っ て E - J 類 に 分類 し た 。

E 類 (1 10 - 1 1 4 、 1 16、 1 1 7)

胴部か ら 頭部 に か け て 内側 に 屈 曲 し 、 頭部か ら 立 ち 上がる 口縁部 を も つ も の 。 い ず れ も 内外面 は研磨 さ れ

て い る 。 2 類 に細 分 し た 。

E 1 類 ( 1 10 - 1 1 4)

口縁は ほ ぼ直立 し 、 外面 に2条 の 回線文 を も つ も の 。 1 10 と 1 1 1 は 波状 口縁で、 波頂部下 の 屈 曲 部 に押点文 を

持つ。

E 2 類 ( 1 16、 1 17)

口縁部が低 く 立 ち 上が り 、 外面 に 沈線文 を I 条 も つ も の 。

F 類 (115、 1 18 - 120)

肩 部 と 頭部が屈 曲 し 、 外反す る 頚部か ら 低 く 立 ち 上がる 口縁部 を も つ も の 。 い ずれ も 内外面 は研磨 さ れ て

い る 。 口縁外面 に l 条 の 回線 ま た は 沈線 を も つ も の (115、 1 19) と 無文の も の (1 18、 120) があ る 。

G 類 (121 、 122)

大 き く 外 に 聞 く 体部 か ら 立 ち 上が る 口縁部 を も つ も の 。 いずれ も 内外面 は研磨 さ れ て い る 。 口 縁 は ほ ぼ直

立 し 、 外面 に 2 条 の 回線文 を も っ 。

H 類 (123)

椀状の 器形で 、 口縁外側 に l 条 の 回線があ り 、 内側 は く の 字形 に 小 さ く 屈 曲 し て い る 。 口縁内面 に は段 を

も つ 。

I 類 (124)

胴部の ふ く ら む器形で、 口 縁 は屈 曲 し て 直立す る 。 口縁内面 に 沈線 l 条 を も っ 。 内 外面 と も 丁寧 に研磨 さ

れて い る 。

J 類 (125)

丸底の 土器で あ る 。 肩 部 で小 さ く 屈 曲 し 、 外反す る 頚部か ら 直 口 す る 口 縁 で あ る 。 波状 口縁で、 口縁内面

に 沈線 l 条 を も っ 。 内 外面 と も 丁寧 に研磨 さ れ て い る 。

底部 (125- 1 44 )

形態 に よ り K - N 類 に 分類 し た 。

K 類 (125)

丸底 の も の 。

L 類 (126 - 131 )

胴部か ら 底部端 に か け て ほ ぼ直線的 に 連 な る も の 。 底面の形状 に よ り 、 上 げ底 の L 1 類 (126 - 130) と 、

平底の L 2 類 (131 ) の 2 つ に細 分で き る 。

M類 ( 132 - 139)

胴部が外反 し 、 ほ ぼ垂直 に 底 部端 に 連 な る も の 。 底面の形状 に よ り 、 上 げ底 の M 1 類 (132、 133) と 、 平

底 の M 2 類 ( 13 4 - 139) の 2 つ に 細分で き る 。

N 類 (1 40- 1 44 )

底部端が張 り 出 す も の 。

，、J必斗
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第41 図 梨木遺跡出土縄文土器 (23)

3 石器 (第 42 - 5 4図 )

梨木遺跡 1 - 6 区 か ら 出土 し た縄文時代 の 石器の主要 な 遺物 136点 を 掲載 し た 。 そ の 内訳 は 、 石鍛100点 、

異形石器 l 点、 石匙 8 点 、 削 器 4 点 、 打製石斧 4 点 、 円盤状石器 l 点 、 磨製石斧 6 点、 石錘 l 点、 磨石 ・ 敵

石 1 1 点 で あ り 、 石鎌 と 磨石 ・ 敵石が多 く を 占 め て い る 。 以下、 器種 ご と に 、 特徴 に つ い て 見て い き た い 。

な お 、 そ れぞれの遺物 の 計測値 に つ い て は 、 「梨木遺跡出 土石器観察表J (第 6 、 7 表) に ま と め て い る 。

石鍍 (1 - 100) 

石鍛 は 、 総数100点 出 土 し た 。 石材 と し て は安 山岩製が44点、 黒耀石製が39点、 チ ャ ー ト 製が17点 と な っ て

い る 。 出 土 し た 石 織 は 、 すべて無茎鍛 に あ た る が、 そ の形状 に よ っ て 、 正三角 形 を 呈す る も の (1 類) 、 二等

辺三角 形 を 呈す る も の (2 類) に 2 分類で き る 。 さ ら に 、 基部の形状の特徴か ら 、 平基の も の ( a ) 、 浅い扶

り が入 る も の ( b ) 、 V 字状 に扶 り が入 る も の ( c ) 、 U 字状に扶 り が入 る も の (d ) に 細 か く 分類す る こ と

がで き る 。 こ の 2 つ を 組み合 わ せ た 8 類 の う ち 、 全て の類が出土 し 、 2 b 類が33点で一番多 く 、 次 い で 2 c 

類が23点、 2 d 類が22点 出 土 し て お り 、 一番少 な い の が 1 a 類 と 1 c 類 の 2 点で あ っ た 。

1 a 類 (1 、 2 )

平基の正三角 形石鎌で あ る 。 2 点 出 土 し た 。 I 、 2 と も 表裏面 に 細 か な 調整が行 わ れ て い る 。

1 b 類 ( 3 - 5 )  

正 三 角 形 で 、 基部 に 浅 い扶 り の 入 る 石銑であ る 。 3 点 出土 し た 。 3 点 と も 小型 の 石鍛で あ り 、 4 は 先端部

を 欠損 し て い る 。

1 c 類 (6 、 7 )

正 三 角 形 で 、 基部が V 字状 に 扶 ら れ た 凹基の石鍛であ る 。 2 点 出土 し た 。 6 は チ ャ ー ト 製の小型の石鍛で、

側縁 に 鋸歯状の調整が見 ら れ、 先端部は 欠損 し て い る 。 7 は黒耀石製の小型 の 石鯨であ り 、 表裏面 に 丁 寧 な

調整が施 さ れ て い る 。
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第E章 梨木遺跡の調査

第4 表 梨木遺跡出土縄文土器観察表 (1 )
週鞠 口瞳 底程 現存高 調 整 色 調
番号 器種 調査 出土 取よ

(cm) 1 (cm ) 1 (cm) (内 菌) (外 面) (内面) (外面) 胎 土 臨成 備 考
区 地点 番号

1 理鉢日韓 24.0 9.5 車体条車、山田宜、ナデ 山H�宜 C;�喧(7.5YR町4) l乙.)í責橿(IOYR7/4) 砂粒多量、黒躍石、角閃石、長石を宮古 良野 6 コー 1 1 543割自
2 鉢底部 7.4 1 3 5 丹 山市立 1:，;'黄摺(IOYR7/3) i斗(橿(7.5YR町4) 砂粒多量、石英、角間石、長石を宮む 良野 6 コ 1 1 4794 
3 翠鉢口瞳 27.3 5.1 ナデ 剖喪主、睦嘉文 匝黄揖(IOYR5I2) 1:';'責椙(IOYR5I3) 倒見石英、角閃石長石拾む 良野 1 ウー 2 201 1 
4 理鉢口揖 15.8 7.3 豊富 j駐車 1:';'貴揖(IOYR5I3) 1:';'貰褐(IOYR4品i 砂粒世畳‘E英、角閃石、長Eを含む 良野 6 コ 18 5720 
5 軍韓日揖 18.3 7.0 幸誼 *薗 黒揖(IOYR3坦) 蹄掴(IOYR仰) 砂粒畑、石英、角師、長石を吉む 良野 6 コ 17 5979 
6 理鉢口輯 23.8 14.4 条車檀ナデ 連点宜、ミミX腫輯睦韓宜、条亜 蝿i!l:(IOYR4/1) ぬ:黄慣(IOYR5I3) 砂粒骨量、E英、角間石、長石を吉む 良軒 6 コ 18 5900他
7 課鉢車部 8.6 1 29.1 条高 条寵 にぷ揖1(7.5YR5町 lこぶ*椙(5YR5/4) 砂粒骨量、石英、長石を宮古 良評 6 1 1.1 1 5401他
8 鉢底部 13.6 1 7.6 原体条車、山部主 山ff�主 ι日費椙(IOYR5/3) I:'i事掲(町R4/4) 砂粒多血、石英、長石を含む 良野 4 コー 5 4376 
9 罪鉢口語 21 .4 3.6 ミガキ 豊富由上司韓宝 E揖(7.5YR5官) 匝黄褐(IOYR512) 槻錦、長石樹、 良野 6 コ 15 6236他

1 0 1 1*底部 3.9 ミガキ ナデ 同事蝿(5YR5I4) C;'事椙(5YR5I4) 開錦、柄、長石、雲母硲古 良野 6 サー18 1 号溝
1 1 茸揖 33.5 1 1 1 .6 38.7 豊富桂丹、豊富 貝髄捌喪主、躍方向勝、線控ナテ 1:';'貰檀(IOYR6J3) じE橿(7.5YR6/4) 砂粒歩畳、小石‘角閃石、長石結古 良野 6 シー10 51 1 8他
1 2 軍幹口輯 31.6 15.1 長壇 貝制服、組宜 ι.):黄置(IOYR的) ιd黄橿(IOYR7/4) 酷粒告白長石、角師、雲母蛤む 良野 6 コ・16 5882他 内面^^甘昔
1 3 軍幹口語 26.2 13.8 ナデ 貝殻押引宜、凹盟主 1:';'黄橿(IOYR閃l l乙.5，黄橿(IOYR6I3) 砂粒多量、石英、師、角師、雲母蛤む 良野 6 サー19 574剖血
1 4 理幹口輯 18.4 4.2 ナデ 貝南押引宜、凹輯稽古輯 にぷ赤椙(5YR5/3) 1:，;'轟椙(5YR5/4) 担砂粒多量、靖石、長石、角間石，聖母を宮む 良評 3 ソ 13 3069 
1 5 理幹口輯 6.7 ナデ 削除口轟Jデ、凹lij( C;'撞(7.5YR倒) 1:.;喧(7.5YR6/4) 砂粒世且、溝石、石英、角関E長石を吉む 良野 4 ケ 3 37的 内面u付昔
1 6 軍鉢日韓 30.6 8.0 ナデ 四韓宜 じ鴻橿(IOYR6J3) じ.3\黄橿(10YR例) 側畑、石英長石、雲母出 良野 6 コ・ 9 4623他
1 7 諜鉢口輯 10.4 ナデ 却み口握、凹韻宜、ナデ I:'�黄禍(IOY附) にぷ椙 7.5YR5I3) 圃砂防E、瓶、筒、雲母鎗む 良軒 3 1 $'.15 2関7
1 8 霊韓日揖 7.9 ナデ 指頭こよる却み日韓‘目躍文 1:')<赤揖(5YR町4) 1:';'事掲(5YR5I4) 開地縮、石英‘角腕、長石‘盟母揃 良野 5 1 c .13  4560 内面ÀÀ'吋苗

1 9 軍幹口輯 35.3 1 5.1 ナデ 指調こよる剖み口躍、凹韓宜、連点宜、ナデ 帝掲(5YR4吊) lこ，3í事掲(5YR4氾l 砂粒世盟、石英、角閃石、長石、霊母を宮む 良評 3 空 15 2787他
20 理韓国語 1 5.5 ナデ 田鶴文、ナデ 1:';'事掲(5YR5I4) l乙E橿(7.5YR百4) 砂粒錦、師、石英、角閃石、長E出; 良時 3 ヲ.14 24辺地
21 軍幹園田 9.7 ナデ、指覇軍 凹輔主 匝褐(7.5YR4/2) 黒(IOYRI.7/I) 融粒歩量、石英、角間石、長石を吉む 良拒 3 1 $'.15 2821曲 部面黒〈苗色

22 罪韓日韓 27.2 15.1 ナデ 剖み口輯‘韮点宜、目躍宜、ナデ C;'*縄問YR5I3) 1:';'*椙(5YR5I3) 砂世n‘靖石、石蔓、長石を含む 良野 6 コー18 587剖曲
23 霊韓日露 お5 1 7.0 ナデ、指頭直 剖み口属、重点宜、凶躍宜、ナデ 明事揖(2.5YR5/6) じE幸福(5YR5I4) 開錦、柄、石英長石1雲母給む 良軒 6 コ B 4制7 持面u付昔

24 霊韓日輯 お』 13.6 ナデ、指顕直 剖み日韓、凹韓宝 1:'.湘(7.5YR6I4) lゐ:事掲(5YR町4) 砂粒歩盟、石英、角閃石、長石、豊田を古む 良評 3 聖一13 2喝。 91面n.骨量
25 軍鉢口語 36.3 5.2 ナデ、指頭檀 剖b口轟、回lij( 揖(7.5YR413) 1:';'揖(7.5Y郎外) 砂粒歩晶、石英、角間石、長石を吉も 良野 4 キ 6 31邸他

26 理幹口輯 37.9 10.4 ナデ !I)h口t章、四時宜、ナテ lこぶ揖(7.5YR捌 間(7.5YR4/3) 砂粒多量、石英、角閃石、長石を含む 良好 4 ケ 7 451 1他

27 軍幹口揖 34.8 20.7 ナデ、措置車 指頭こよる割み口語、凹臨宜、連点宜、ナデ 黒褐(IOYR3I2) 揖(7.5YR4庖) 砂粒世盟、石英、角閃石、長石を含む 良軒 3 1 $'.14 2活891由
28 翠鉢日韓 鉛 7 6.0 ナテ !IJh口躍、凹韓文 にぷ掲(7.5YR町4) l斗(椙(7.5YR町4) 開畑、角間石、長石を宮古 良好 3 1 $'.14 叩53

29 罪鉢日韓 30.9 13.0 ナデ、指画壇 剖み口語、連点宜、凹揖宜、ナデ 1:';'事掴(5YR仰) じ，3��最揖(5YR4I4) 醐錯、角閃石、長石鈴右 良野 3 生ー14 2日7曲

30 軍�I*口昌 担 6 15.3 ナデ、指頭苗 剖み口語、日韓・指による連轟押庄支、凹昆口E I:'i唱。 5YR町4) 明掲(7.5YR5I6) 側錦、石英、長石鈴む 良軒 4 ケ・ 3 3印5他

31 車排日韓 31 .0 7.0 ナデ 剖み口躍、指乙よる連髄押圧宜、凹Ii宜、ナテ じ，):由。.5YR町4) 黒揖(7.5YR3II) 脚錦、右翼、角閃石、長石蛤む 良好 4 ウ . 6 3767他

32 軍幹口語 24.1 ω ナデ 連点宜、ナテ 掲 7.5YR4/3) E黄掲(IOYR4/2) 骨粗多量、E英、角閃石、長石を宮む 良軒 4 コ 6 4部地

33 軍幹口揖 34.8 23.2 ナデ 剖み日韓、棒状工具による押圧文、ナデ にぷ撞 7.5YR町4) 1:';憲褐(5YR5/4) 砂祖多且、石英、長石を含む やや良 4 1 1・ B 3487他

34 理韓日揖 22.2 10.8 ナデ !IJh口輯、樹二よる連輯押庄文、ナデ じポ椙 7.5YR513) 庇椙 7.5YR仰) 砂粒多量、石英、角閃石、長石を含む 良評 4 小 7 ね49他

35 罪鉢口輯 7.8 ナデ 指菰1:.1:.る却み口ø.凹揖宜、ナデ 1:';'黄簡IOYR5I4) 1:';'椙(7.5YR5刈 側錦、様、長石鈴む やや良 6 廿ー10 4750 

36 課鉢日韓 6.7 ナデ 指調による剖b口揖、凹韓宜、ナデ 1:';'橿(7.5YR6I4) 1:，;:喧(7.5YR6I4) 酷粒骨量、長石、石英、角悶石を吉む 良軒 目l百 内・鼻面双村昔

37 軍鉢口昌 42.0 却 9 ナデ 回韻宜、ナデ 圧倒7.5YR4I2) 黒椙(IOYR3I2) 開骨量、長石‘E英、角閃石出、 良野 4 コ . 6 4301他

38 軍幹口輯 47.8 5.5 ナデ 音防口躍、ナテ lこ:，3(:橿(7.5YR町4) lこ，5::事掲(5YR513) 砂粒世凪滑石、E英、角間石、長石を含む 良軒 3 合 1 5 周回

翠韓日韓 21 .8 20.0 行j 指頭こよる割み口量、ヘラミカ'キ 1:，;'黄椙(IOYR513) lこ.)í費橿(IOYR的) 砂粒多量、石英、角閃E、長石を含む 良軒 1 工 5 754地

鉢口語 10.3 ナデ 車喪主、ナデ lこ，):責橿(IOYR附 にぷ事椙(2.5YR帆) 砂粒骨量、滑石、石英、角閃石‘長石を含む 良評 4 コ E 43担101自 #面来撞
41 理韓日韓 23.6 5.6 ナヂ !�h口躍、ナデ にぷ黄檀(IOYR例) lこ，Sí橿(7.5YR6I4) 砂粒世E、石英、角悶石、長石、雲聞を含む 良軒 3 宮 13 2659他

42 茸1*日露 包 1 5.8 ナデ 剖み口轟jデ 1:'，揖(7.5YR5I4) 揖(7.5YR4.唱) 砂粒多量五英負師長石、雪国給む 良野 6 シ. 9 特別

43 翠韓日韓 21 .4 8.0 ナデ 指j/jIこよる剖み口語、ナデ lニl禍7.5YR附 lこぶ橿(7.5YR酬) 砂粒骨量、長石段右 良野 6 コ. 1 1 479611自

44 翠鉢口揖 8.5 1 tデ ナデ I=-'淵7.5YR5I3) l乙渦(7.5YR5I3) 砂粒弛石英、長石路右 良野 4 コ 6 特05

軍幹口Il 1 5.4 8.5 ナテ ナデ 掲(7.5YR413) 黒掲(IOYR3II) 世n錦、石英、長石を宮古 良評 4 コ・ 5 438311自

理排口揖 41 .8 19.2 ナテ 制み口握、ナデ I:'i噴橿(10YR613) l乙.5:黄撞(10YR町4) 酷粒多量、石英、角閃石長石を吉む 良軒 6 サー16 625411自

理詰口輯 27.0 17.8 豊富桂ナデ 条壇植ナデ 椙目K(7.5YR411) 掲匝(7.5YR4II) 砂粒世園、長石を吉む 良野 4 ケ 7 4343 

48 理鉢口輯 7.0 ナデ 誼韓宜、ナデ c，貰橿(10YR町4) lこぶ黄櫨(IOYR6I4) 開錦、角師、同信む 良好 3 1 $'.15 2715他

軍鉢日韓 5.6 ナデ 剖品目層、棒v:工具iこよる押圧宜 橿(7.5YR6I6) 暗匝黄(2.5Y5I2) 砂粒多量‘角i理E、長石、雲母を宮古 良野 6 コ 12 日号講
韓日韓 5.4 ナデ 凹輯宜、ナデ 橿(7.5YR6I6) C;:嘘(7.5YR酬) 融租�lil、石英、角関石、長石、雲母を宮古 l'や良 4 キ 6 4121 

1 51 鉢口Il 24.1 4.0 ナデ 剖み口躍、凹韻文 E黄椙(IOYR5I2) I:'i相(7.5YR514) 砂粒多量、石英、長石を吉む 良軒 4 ケ. 6 判3311自

52 理鉢口揖 3.7 ナデ 龍韓文 l乙.l:黄橿(IOYR613) 貴闘2.5YR411) 時u多凪石英、角閃石長石、雲母を宮む 良好 6 ウ 1 9 14 ・ 15号溝

53 翠鉢口揖 4.8 ナデ 記韓宜、ナデ にぷ黄禍(IOYR514) にぷ黄掲(IOYR513) 砂粒多E、角間石、長石を含む 良野 3 空 13 2671 

54 軍鉢口昌 5.8 ナデ 出韓宜、ナデ 匝董揖(IOYR�町 匝黄椙(IOYR5I2) 日韓多量、E裏、角閃石、長石、霊母を含む やや良 4 コー 5 制閃 内・外面u付薗

55 翠韓日韓 28.8 12.7 好f 刺喪主‘ナデ 庇貰椙(IOYR5I2) 1:';'黄橿(IOYR6J3) 脚畑、夜、角師、長石出・ 良軒 2 ソー 2 2280 

56 罪鉢日韓 19.6 14.0 ナデ、指頭直 宜韓宜、長富町上ナテ 橿(7.5YR6I6) 匝揖 7.5YR4I2) 砂粒歩E、E英‘角関石長石、雲母胤 良好 3 1 $'.14 邸4他 91面玖付昔
57 理鉢口輯 3.5 制空宜、ナデ 剖み日韓‘剖喪主 ‘ナデ 1:';'黄瞳(IOYR閃) 1:';'黄禍(IOYR5I4) 隣組、石英、角閃石長石昆母樹、 良好 3 1 $'.14 3051 

58 理鉢口語 3.5 制喪主jデ 剖み口t量、ナ宇' 1:';'黄揖(IOYR閃) 1:，;'費揖(IOYR5I3) 酷粒多量、石菜、角間石、長石を吉む 良野 3 世ー14 2750 内面^À村曽

59 ) il!1*口昌 3.9 ナデ 刺罪文、ナデ じ日黄褐(IOYR5I4) じM費掴(IOYR613) 砂粒歩量、石英、角閃石、長石を吉む 良野 3 空.16 2971 

60 理鉢日韓 2.9 ナデ 連続日制罪文、ナデ に';'*椙(5YR町引 にぷ*椙(5YR町4) 開地、師、州政宮古 良野 3 1 $'.12 2360 

軍鉢口昌 3.6 ヘラミガキ it輯宜、ナデ 匝黄嵩(IOYR4I2) じ訴事掲(5YR百4) 砂世多量、石英角閃石、長石を吉む やや良 4 1 '1'. 6 3208 

理鉢日韓 関B 1 1 .2 ナデ j�嵐己よる剖み口輯、ナデ、指顕車 l乙鴻橿(IOYR6J3) じL唱。5YR6I4) 砂粒多量、石英、角閃石、長石を宮む 良軒 3 1 $'.15 2制2他

理鉢口轟 26.2 25.1 ナデ 制F雌v:突泡、連続割空宜、ナデ、ケX'J じE橿(5YR倒) c耳慣(7.5YR714) 砂粒多量、E英、角閃石、長石を宮古 良野 6 キー16 61叩他

64 理鉢口轟 25.2 幻 0 出韓宜、ナデ !!Jみ口輯、it鶴宜、ナデ、ケX'J ιE橿(7.5YR即4) に.3:掲げ.5YR513) 融粒多量、角閃石、長石を宮む 良野 4 ケー 3 3印2他

65 理鉢日韓 25.8 12.6 ミガキ 甜韻文、車消縄文 匝掲(7.5YR412) 黒揖(IOY附1) 日粒多量、石英、角間石、長石を吉む 良評 3 宮ー14 31 1 1  

66 環器口韓 24.4 5.5 ミガキ it韓宝、層消縄文 匝黄椙(IOYR412) 掲目<(IOYR411) 骨粗多量、石裏、角閃石、長石を含む 良時 3 1 $'.13 3080 

67 翠韓日露 5.1 ミガキ 立輯文 掲庇(IOYR411) 褐庇(IOYR411 ) 題砂世多量、石英、長石を齢、 良好 3 I $'・16 却位

68 遺鉢口語 3.0 詑睡宜、ミガキ it韓宜‘畠消蝿宜、ミガキ 1:';咽(7.5YR5I4) 黒椙(2.5YR却2) 時粧す畳、E英、角閃石、長石を宮古 やや良 3 宮 14 2573 内面u甘薗

69 理鉢日躍 24.7 5.5 ナデ 班韓主 E揖(7.5YR4坦) 椙(7.5YR4吊) 倒的量、角師、長石鈴む 良野 3 1 $'.15 280拙

70 理鉢日韓 却 6 7.4 詑躍宜、軍民主‘ミガキ 世瞳宜、車i自縄文、ミガキ 黄庇(2.5YR411) 黒掲(2.5YR別) 租醐錦、角閃石長石を叡; やや良 2 ソー 2 泣991由

71 理韓日嶋 30.5 19.2 ナデ ilJみ口量、it輯宜、持f 1:';'黄櫨(IOYR的) 1:';'黄橿(IOYR714) 砂粒骨量、石葺‘角間石、長石を富む 良野 3 世ー12 初回抽
721'車場属部 10.3 ナデ it輯文、ナデ 1:';'黄喧(IOYR町4) にぷ貫徹10YR513) m型地、石英、角関石、長石を含む 良野 3 1 $'.16 2946 

今コζ、J



第2節 縄文時代の遺物

第5表 梨木遺跡出土縄文土器観察表 (2)

理柚 ロ橿 底甚 現存高 調整 色調 瞳慮 国査 出土 取上 備 考胎土
番号 器租

(田l (師l (開} {内面) (外面) {内面) (外面) E 地点 番号

理韓国車 25.3 7.2 ナデ 剖品目IU:畠宜、ナデ 日置。 抑制 じ漏問問) 時世多面.0蔓‘角閃石‘長石鈴古 良野 3 世・14 舗1曲
73 

拍車苗 1 1 .8 9.0 ナデ ナデ 配置揖{10YR5l2) ιぷ揖(7.SYR5I4) 祖暗租多量‘角閃石‘街路む 仲良 4 H 輔34他 直観こ圃脅E富
74 

歯車田 13.4 4.5 ナデ ナデ lこぶ賀担割10Y防局 に掲17.5Y陥14) 倒的畳、謀、角師、長石鎗古 良野 4 コ ・ 6 4289 内.91i1iiA:1.村田
75 

76 ... 車部 13.6 9.2 ナデ ケ.X') にぷ揖(7.5YRS/4) 同町.抑制 砂防品様、角悶石‘畠石給古 員野 4 コ ー 6 判11他 内・畑llf;t苗

77 鉢車部 1 1 .6 3.4 ナデ ナデ じE貴幅{10YRS/4) I:.�黄揖110YRSI3) 組側錦、角師長石給む 良野 3 �-13 お51

78 齢底部 1 1 .9 4.3 ナデ ナデ にぷ情。.5YR5I4) lこJ.1I(7.SYRS/4) 租酬錦、様、角閃石、轟石給む 良好 3 �-16 3141 

79 跡直面 12.0 5.3 ナデ ナデ lこぶ畠15湘614) 1:'>担{SY附3) 暗帥lll .孫、貴師、長石蜘
‘ 良野 2 �- 1 笥18他 9団事色踊軒聾布

80 揖底部 9.4 1 3.7 ナデ ナデ にぷ費置{10YR7/3) 1:'>橿17目前附'4) 措置州.石免角関石‘畳石給古 良野 イー 3 1944 

81 齢底部 10.4 8.4 ナデ ナデ‘措置誼 じF蝿17.5Y聞J に凋(7.5YR6I4) 砂粒骨量、角閃E‘長石蛤古 良野 3 �-14 却45

82 理鉢口t量 28.6 邑5 ナデ 国韓議、ミガキ にぷ貴椙110YR5I3) にぷ喧(7.SYR7/4) 開錦、oiU師長石蹴 昆野 4 ヲ・ 4 3529 

83 理揖口語 鎚S 3.6 説キ 凹t鍵aιミヵ・キ 蝿�{10YR4l1) 揖�ll0YR4Il ) 骨量錦、角関o.長石出t 良野 6 11-16 61お他

84 軍鉢口昌 37.9 14.0 組檀ナデ 凹働長、ミガキ、国側韓1畢 帽!K(7.5Y陶11 ) 庇黄椙110YR5I2) 醐銅、様、角関石、長石蜘・ 良野 4 l :r- 7  1 271 

85 露骨口揖 お.0 7.0 説屯ナデ 回邸弘ミガキ 同措置{10YR関) ιE責橿{10YR7/3) 拠地様、角関石、踊蛤む 良軒 6 1 1J-17 邸7曲

86 罪鉢口昌 笥B ぉy ミガtナデ 回瞳線、ミIí":.園田田昌1轟 にぷ費檀{IOYR7/3) I:.�黄橿110YR714) 倒錯、E葺.角悶E師蛤古 良野 1 ウー 5 砲他

日7 軍首ロ蝿 27目4 笥.5 劫'キ、ナデ 宮邸鳥羽キ 1:'>黄橿110YR714) E黄閣110Y同居l 拠地様、長石恰も白 良野 1 ウ・ 5 70鍋

88 軍幹口11 担 E 8.2 ナデ 龍轟宜‘ナデ 1:'>'置橿{10Y酬) I:'�鰍110Y附) 時租畑、石葺‘角関E畠石蛤古 良野 4 キ・ 4 3423他 持面II材置

89 軍韓日揖 28.6 7.1 ミガキ ミガキ E責措{10YR6I2) 蝿�{10YR柑1) 世E骨量‘石菜、轟右給古 良野 1 ウ ・ 3 19弱

90 軍幹口組 15.6 6.2 ナデ 1.t畠宜‘ミガキ じE貴蝿110YR5吊l 匝黄揖110Y附2) 醐錯、石英、角閃石、長石蛤む 良野 4 ヲ- 4 2114 

91 軍齢口11 22.8 13.4 ミガキ ミガキ lこぶ黄櫨{10YR7品l lこS黄喧110YR6I3) 拠地石翼、角師、畠石給古 良野 1 l :r- 9  1319 

92 軍鉢口11 初S 4.4 ナデ ナデ E費揖110Y陪旦} :f'r1黒 ISY宙1) 醐多目、石英、長石硲古 良野 6 キ・10 49鈎 鼻面II柑苗

93 理鉢ロ揖 7.5 ナデ 劫.キ にぷ責橿110YR6I4) lこぶ黄置110YR糾) 醐畑、長E捻古 良野 6 シー14 毘16

94 軍首口揖 お 1 10.7 ナデ ミガキ l引事費喧{10YR6I4) にぷ黄担110YR6I4) 側多量E実、角閃石長石蜘・ 員野 1 オー 6 870 

95 軍鉢口晶 笥.7 13.1 ナデ ナデ に減置110YR釧j 匝衛7.5YR4I2) 拠地角師長石給古 良野 4 ケ・16 船冊他 持面II柑苗

96 軍幹ロ11 鈎.0 13.0 ナデ 宮御轟jデ 問掴110YR，昭l 衛7.5Y剛/3) 拠地角師、長石給古 良野 1 ウ・ 2 226曲

97 軍齢ロ11 却 B 13.2 丹'
龍制書、ナデ 椙(7.5Y陶吊) I:.it費椙110YR4l3) 骨量骨量、角悶E‘長石鈴む 良普 1 イ・ 4 1586 

98 軍鉢口昌 30.9 21.2 ナデ 錨宜、制檀ナデ 明黄椙110YR附) 明黄揖110YR附l 拠地、石英‘角師、姉鎗古 良野 4 キー 4 3410伯

99 翠鉢口昌 8.8 ナデ 量誼宜、ナデ lこぶ費揖110YR5l3) にぷ黄喧110YR613) 砂租錨‘石英‘角師、姉、畳母姶む 良野 6 ヲ・10 4駒

1 00 理鉢口語 7.0 ナデ 錨宜、ミカ耳、ナデ I:.�貴橿110YR7.吊) にぷ貴担110YR6I4) 側錦、石英.角師、長石給右 良野 6 I �ト18 5713曲

1 0 1  罪跡ロ輯 27.8 1 6.5 轟誼瞳ナデ 劫'寺、皇直揖ナデ にS茸橿110YR6I3) にぷ費置110YR6I4) 砂粒弛孫、角関石‘長石給も白 良野 6 サー15 6175他

1 02 理酔口揖 25.6 1 9.1 ナヂ ナデ にぷ賀直110YR的) にぷ橿(7.5YR酬l 側多量.0英、角閃石、晶石出白 良野 1 ウ・ 2 加他

1 03 理鉢ロ躍 18.5 13.0 ナデ 錦、ミガキ.ナデ E置揖110YR腿) 1:'>費喧110YR6I3) 拠地角師、長E鈴む 員辞 4 ヲー 7 3832曲

1 04 軍曲目躍 21 .6 15.9 ミガキ、ナデ 舗撞ミガキ 民禍(7.5YRS/2) に縄問R6I4) 砂世骨量‘oll!.lIl閃E畳石蛤古 良好 自 キー18 5御他
1 05 軍幹口11 34.8 7.1 ナデ 幸甚揖ミガキ 1:'>貴揖110Y附'4) 1:'>'黄担110Y附'4) 醐畑、孫、角関石、長石給古 員野 6 コ ・ 9 印45

1 06 軍幹口昌 28.8 23.8 ミガ寺、ナヂ 組甚ナデ 賄側10YR6I2) lこぶ黄橿110YR7/2) 世世世量五英、角関石.畠石出・ 良野 4 ヲー 5 施。5他

1 07 理鉢口轟 24.6 15.8 紬撞ナデ 組主 ι副賞橿110YR7/3) 仁ぷ費歯110YR7/3) 側鉱石葺‘角閃石‘長石給古 良野 1 オ・ 8 1 1回他 91i1iill佃

T ω  軍鉢口揖 担.6 1 1 .0 皇軍檀ナデ 舗街デ にぷ黄橿110YR町'4) に崎町10YR7/4) 世租多量、石英‘角閃E‘畠石蛤古 良野 1 ウー 4 担1他

1 09 理鉢口11 7.6 1 7.1 1 3.0 ナデ ナデ、描画面 車揖(7.5YR3I2) ιF喧{2.5YR悶) 時的畳、孫、角閃石、婦、踊拾む 良野 6 コー15 617抽 手-j(晶で監部

1 1 0  遺骨口瞳 羽田5 4.7 ミガキ 量揖口語‘凹御畢.押点X.ミガキ 檀(7.SYR6吊} に品賞橿(10YR714) 制見様、角師、長石給古 良野 1 1 :[- 6  1018他

1 1 1  遺鉢口揖 初 5 3.2 ミカaキ 撞在日轟.凹臨畢、押点宜.ミガキ I�持直{10Y剛) じE黄橿(10YR6I4) 世紗圏、E葺、長E給古 良野 2 チー 3 21位他
1 1 2  遺骨口揖 鑓.7 4.6 ミガキ 回韓E晶、ミガキ 既費掴{10'順位l にぷ黄畳{10YR関) 時的血、石英A師、踊給古 良普 1 ウ ー 3 鮒
1 1 3  書韓日揖 お.0 3.5 ミガキ 凹俊音色.ミ桝 叡(10'四1) I:.�黄畳{10YR7/2) 砂租歩盟‘角閃石、街路も‘ 良野 2 1 � - 4  2227 
1 1 4 書齢口揖 20.1 2.9 ミガキ 凹1能轟‘ミガキ l二ぷ橿(7.SYR6I4) 椙(7.5Y陶吊) 砂租錯、石英‘角師、長石蹴 良野 1 ウ ・ 3 1912 
1 1 5  遺骨口揖 25.6 6.1 ミガキ 並畠1豊、ミガキ 庇ポト1{5Y6I2) じE貴{2.SY陥吊) 砂租歩凪石英A閃石‘長石鎗古 良野 6 カー18 回船他
1 1 6  書韓日揖 お.0 5.9 ミガキ 立聾1皇、ミガキ ιぷ黄橿(10YR悶} じE黄(2.SYR613) 時世世E‘石英‘長E給古 良野 1 オ・ 6 制。
1 1 7  書鉢口11 40.4 7.5 ミガキ 詑樟1轟‘ミガキ lこぶ賀町10YR7/4) にS貰瞳(10YR714) 暗粒骨量、様、角関o.長石蜘 良野 6 コー17 関位他
1 1 8  遺跡日韓 お5 8.8 ミガキ ミガキ 書費附YR714) にぷ黄喧{10YR例) 胸骨且‘石英、角関石、畳石出; 良野 6 カ 1 6 包駒他
1 1 9  遺骨口蝿 37.0 9.3 ミカ.キ 世檀1鼻、ミガキ lこぶ貰担(10YR7/4) に;;黄喧(10YR7/4) 暗軸世E、角師、長石蜘・ 良好 4 コ ・ 4 4S4O 内・鼻面II甘苗

1 20 謹齢口揖 41 .8 1 1 .6 ミガキ 車揖1畢、ミガキ 属掲(IOY附1) 車揖(10YR3/2) 骨粗錯、様、角間石、長石給古 良好 3 チー14 お位 向・鼻面;1，;1，付苗

1 21 書韓日韓 36.3 3.6 ミガキ 凹能書‘ミガキ 蝿�(10YR4Il) 1:'>黄橿(10YR7/4) 骨粗:ÞU悶石、長石姶古 良好 2 I �- 4  2 1 15他 内iliill付目

1 22 謹鉢ロ輯 27.5 4.0 羽キ 凹t抱畢.ミガキ じE貴畳{10YR6品j I:.�黄橿(10YR6I4) 世誼I量.石英、角関石‘畠石給古 良野 2 I �・ 3 2212 内・持面II材置

1 23 理韓日韓 掴 2 7.0 ミガキ 凹111晶、ミガキ I:.it黄檀{10YR的l E黄揖{10Y階居} 時的晶、石英、長石蜘
‘ 良普 4 キ・ 5 お41曲

1 24 遺骨口組 16目。 4.8 田昌1条、ミガキ ミ耳キ に.St黄喧(10YR7/2) E黄揖(10YR5I2) 拠地石英A陥‘長石出
‘ 良普 4 カ ー 6 3166 

1 25 謹揖口轟 盟国5 7.0 器畠Il.ミガキ 量uロ躍、訪.キ I:.�黄置(10YR7/3) に』黄置(10YR7/3) 世租骨量、石英、角関石.筒、車庫石蜘 良野 4 キー 5 泊19他
1 26 鉢E苗 4.4 1 6.1 ナデ ナデ 費圧(2.SYR5II) 阪(10YR4l1) 拠地石英‘鯛石、轟石出・ 良軒 1 ウ ・ 2 1押 内・畑II付苗
1 27 齢底面 7.0 1 2.3 ナデ ナデ ιポ黄橿(10YR悶) 1:'>'黄担(1OYRS/4) 拠地石葺‘角関石‘晶石鎗t; 良野 4 1 7・ 4 お腿 内面II柑
1 28 揖車薗 7.4 1 2.9 ナデ ナデ 揖!K{10YR5Il) 明黄蝿{10YR帥) 側鉱石葺‘角関o.lil石蜘・ 良野 4 ヲー 5 羽位
1 29 齢車畠 6.0 1 2.0 ナデ ナデ ιぷ賀町10YR伺) にS黄担{10YR倒j 醐:Þlll.様、角関石、轟石姶古 良野 1 1 :[- 3  1475 内面以骨由
1 30 ... 車部 8.2 1 2.3 ナデ ナデ E費椙(10YR5I2) にぷ費橿(10YR6I4) 骨粗昔日喪‘角閃石品石蛤む 良聾 1 ウ ・ 4 1713 向面II鮒
1 3 1  齢底畠 7目。 1 .7 ナデ ナデ 蝿�(10'四割1) 担問醐j 世誼:Þlll .o葺‘商問石‘轟E出・ 皇帯 6 1 1-17 5710 内面n側
1 32 齢底割 7.9 1 3.5 ナデ ナデ にぷ茸橿(10YR6I4) ιE黄禍(10YR5I4) 酷組処‘様、角関石.員石捻古 良野 4 キー 5 担割 向面llf;t11
1 33 融車田 7.0 1 4.2 ミガキ ミガキ、好1 蝿�(10YR町1) じF置。 5YR町4) 融組側、長石給色白 員好 4 1 7- 5 4229他 内面;玖付目
1 34 鉢底面 9.3 1 9.1 ナデ 畢誼撞ナデ にぷ椙『ιSYRSl4) に縄問問) 醐畑、様、角腕、長石給む 良野 4 キ・ 5 線5抽
1 35 鉢車部 8.8 1 2.0 ナデ ナデ にぷ貴檀(10YR的i lこぶ貴担(10YR6I4) E酷租多量、石英、角師、師鈴む 良野 6 カ・18 関7曲
1 36 鉢底部 8.2 1 2.5 ナデ ナデ l諸費置(10VR6l3) に凋1(7.SY剛) 側畑、石見角関E‘畠石姶t; 良野 1 ウ ・3 特4
1 37 揖底面 12.0 1 2.2 ナデ ナデ 世!K{2.SYRS/l) にぷ責橿(10YR6I4) 世世多量、E葺A閃o.lilo給古 良好 4 ヲー 5 羽15
1 38 揖底面 9.4 1 5.5 ナデ ナデ にぷ黄華町10YR7/3) ιE黄置(10YR7/4) 制仕様、角関石.lilo蜘白 良野 1 ウ ー 2 1邸
1 39 揖直畠 12.0 1 3.2 ナデ ナデ にぷ責喧(10YR6I4) にぷ黄櫨(10YRS/4) 盟側鈍角師、街路右 良野 3 1 �-13 お弱
1 40 鉢直面 9.7 1 2.8 ナデ ナデ 橿{2.5Y陥居) ι繍(7.野町'4) 自世誼多量‘様、晶E給古 平良 4 ヲー 5 関4
141  齢直面 9.9 1 4.7 ナデ ナデ 蝿�(10YR4l1 ) にぷ黄揖{10YRS/3) 坦骨組錨‘石英‘角間E‘長石給古 良普 6 コ-17 弱鋪 内面n骨曲
1 42 骨庭園 1 1 .9 1  2.9 ナデ ナデ 掴(7.SYR邸] 置(7.5YR鍋) 醐歩盟、様、角閃石、長石胤・ 良野 6 l <t・18 回伺他
1 43 首直面 1 1 .2 1  2.7 ナデ ナデ にぶ担。目5YR6I4) にS費橿{10YR町骨 世誼:Þ!il‘石英‘角閃E‘畠E給古 良野 1 オー 7 ll lll 
1 44 跡直面 12.0 1 8.0 ナデ ナデ ιB費置(10YR7/4) にS黄橿(10YR官4) 暗世錨‘孫、角隔、昌吉鈴古 良野 4 カ・ 4 32s2曲
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第皿章 梨木遺跡の調査

1 d 類 (8 � 12) 

正三 角 形 を 呈 し 、 基部が U 字状 に 扶 ら れ た 凹基の石鍛で あ る 。 5 点 出 土 し た 。 いずれ も 細 か い調整がな さ

れて い る 。 8 は扶 り が深 く 長脚鎌 に近い形態で側縁が下半部で寄 曲 し て い る 。 9 � 12 は いずれ も 小 型 の 石銑

で、 10は石材 に 赤チ ャ ー ト を 使用 し て い る 。

2 a 類 ( 13 � 22)

平基で 、 二等辺三 角 形 を 呈す る 石鍛であ る 。 10点 出土 し た 。 15は側縁が途 中 で屈 曲 し て 五 角 形 に 近 い形態

に な っ て い る 。 19は側縁が長 い 細 身 の 石鍛であ る 。 20は先端 と 右基部の一部 を 欠損 し て い る 。 22 は 安 山岩製

で あ る が風化が激 し い 。

2 b 類 (23� 55)

二等辺三 角 形で、 基部 に 浅い扶 り の 入 る 石鍛であ る 。 33点 出 土 し た 。 形態 は側縁部が直線状の も の が大部

分で あ る が、 外寄 し た側縁 を 持つ も の (26、 50) と 内寄 し た 側縁 を 持つ も の (40) も あ る O ま た 、 大 き さ は

中 型 が大部分 を 占 め る が、 大型 は26、 43、 50、 52の 4 点 、 小型 は23、 28、 40、 4 4 、 47、 49、 51 の 7 点 あ る 。

2 4 は 安 山 岩 製 で あ り 、 風化が激 し く 左基部の一部 を 欠損 し て い る 。 46 は風化 し た チ ャ ー ト を 使用 し 、 両側

縁 中央部 に 浅 い扶 り があ る 。 47は 表面 に 原石面、 裏面 に 素材剥離面 を 残 し て い る 。 49 は小型の石鍛で、 両側

縁の下半部 に 鋸歯状の調整が施 し で あ る 。

2 c 類 (56 � 78)

二等辺三 角 形 で 、 基部が V 字状 に 扶 ら れ た 凹基の石鹸であ る 。 23点 出 土 し た 。 側縁が直線状の も の が大部

分で あ る が、 側縁が途 中 で屈 曲 し て 五 角 形 に 近い形態 に な っ て い る も の (57) 、 側縁が途 中 で段 を な し て い る

も の (71) 、 側縁が外寄 し て い る も の (58、 78) も あ る 。 ま た 、 大 き さ は 大型 の も の (58、 59、 63、 66、 67、

71 、 75、 78) 、 中 型 の も の (56、 57、 61 、 65、 68� 70、 73、 74、 76) 、 小型 の も の (60、 62、 64 、 72 、 77) に

分け ら れ る 。

59、 67、 68、 7 4 は 両側縁 に 鋸歯状の調整が施 し で あ る 。 ま た 、 61 に も 下半部 に 鋸歯状の調整が施 し で あ る 。

69 は 表裏面 と も 素材剥離面 を 残 し て い る 。 71 は側縁が途 中 で段 を な し て お り 、 使用 中 に 折損 し た 部分 を 再生

し た も の と 思 わ れ る 。 76 は 石 材 に 赤 チ ャ ー ト が使用 さ れて い る O

2 d 類 (79 � 100) 

二等辺三角 形 で 、 基部が U 字状 に 扶 ら れ た 凹基の石鍛であ る 。 22点 出 土 し た 。 側縁が直線状の も の が大部

分で あ る が、 外寄 し た側縁 を 持つ も の (84、 98、 100) と 内奇 し た 側縁 を 持つ も の (90) があ る 。 ま た 、 大 き

さ は 中 型が大部分 を 占 め る が、 大型 の も の (82、 85、 86、 89、 旬、 99) 、 小型 の も の (84、 87、 97) も あ る 。

84 は 黒耀石製で表面 に は 原石面及 び転磯面が残 り 、 裏面 に も 素材剥離面が残 っ て い る 。 85 は 長 さ 3.95cmの

安 山 岩製の大型 の 石鹸で風化が激 し く 調整がわ か り に く い 。 ま た 、 先端部 を 欠損 し て い る 。 86 は 長 さ 4.05cm

の チ ャ ー ト 製の大型の石鹸で あ る 。 87 は黒耀石製で非常 に小 さ な 石鹸で あ る 。 98 は 黒耀石製で表裏面 と も 素

材剥離面 を 残 し 、 外寄 し た側縁 を 持 ち 、 円脚鍛の よ う で も あ る 。 99 は黒耀石製で表裏面 と も 丁 寧 な 調整が施

さ れ て い る 。

異形石器 ( 101 )

101 は 俗 に 「 ト ロ ト ロ 石器」 と 愛称 さ れ る 石器であ る 。 チ ャ ー ト 製で、 先端 は 丸 く 、 脚 部 に 角 状の 突起 を 持つ 。

石匙 (102 � 109) 

石匙 は 、 全部で 8 点 出 土 し た 。 内 訳 は横型が 4 点 (102 � 104、 108) 、 縦型が 4 点 (105� 107、 109) で あ る 。

102 は チ ャ ー ト 製で調整が丁寧で、 あ る 。 103 と 104は黒耀石製 の小型 の 石匙で あ る 。 105 は 黒耀石製で 、 調整が

一部 に と ど ま っ て お り 、 未加工 品 の可能性があ る 。 106 � 109は安山岩製の大型の石匙であ る 。 106 は 縦型 の 三

角 形で先端部 を 欠損 し て い る 。 109 は調整が一 部 に と ど ま っ て お り 、 未加工 品 の 可能性があ る 。

弓d，、J



第 2 節 縄文時代の遺物
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第 2 節 縄文時代の遺物
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第 E 章 梨木遺跡の調査
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第 2 節 縄文時代の遺物
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第 2 節 縄文時代の遺物

削器 (1l0�1 l3) 

剥片 の側縁部 に連続的 に調整 を 加 え て作 ら れた刃 部 を 持つ石器を 削器と し て扱 っ た 。 全部で 4 点出土 し た 。

大 き さ に よ っ て 、 大型の も の (1 l1 、 1 l3)、 小型の も の (1 l0 、 1 l2)に分け ら れ る 。 石材 は 4 点 と も が安山岩

製 で あ る 。

110 は つ ま み の よ う な 部分があ り 、 石匙 と も 考 え ら れ る 。 111 は側縁剥離面が急角 度で調整 を 施 し で あ る 。

112 は側縁部 に使用 痕があ る 。 113 は横に長い削器で あ る 。

打製石斧 (1 l4�1l7)

打製石 斧 は 、 4 点出土 し た 。 形態 に よ っ て 、 両側縁がほ ぼ平行 な 短冊形 (長方形)の も の が ほ と ん どで あ

り 、 石材 は 4 点 と も 安山岩製であ る 。

114 は刃部の一部 を 欠損 し て い る 。 115 は側縁部 に ゆ る い く びれ を 持ち 、 頭部 を 欠損 し 、 一面 に磨 り が施 し

で あ る 。 116は頭部 を 欠損 し 、 部分的 に稜線 に摩滅や敵打痕があ る 。 117 は頭部 を 欠損 し 、 両面 に擦れや線状

痕があ り 、 側縁 に は使用痕があ る 。

円盤状石器 (1 l8)

砂岩製で、 全周 に刃部がま わ り 、 刃 部 は 両刃 で あ る 。 裏面 に磨 り が施 し で あ る 。

石錘 (1 l9)

119 は絹雲母片岩製の石錘で、 l 点の み の出土で あ る 。 両側縁部の ほ ぼ中 央部 に扶れがあ る 切 目石錘で あ る 。

磨製石斧 (120�125) 

磨製石 斧 は 、 6 点出土 し た 。 石 材 は粘板岩製が120 、 125 で、 蛇紋岩製が121 、 122 、 124 で あ り 、 砂岩製が

123で あ る 。

120 は石 ノ ミ と し て使用 さ れた よ う で、 表面 及び刃 部 は丁寧 に磨い で あ り 、 基部 は 欠損 し て い る 。 121 は基

部側 か ら石器中 位面 に か け て 大 き く 欠損 し て い る 。 122 は接合す る こ と がで き た が、石器中位部か ら 基部 に か

け て 欠損 し 、 石器中位部の左右両側縁 に潰れ痕が認め ら れ装着痕の可能性が考 え ら れ る 。 123 は完形品で、 刃

部 は両刃 で丁寧 に み がい て あ り 、 基部 に は蔽打痕があ る 。 ま た 、 石器中位部 に 凹 みがあ り 、 装着痕の可能性

が考 え ら れ る 。 124 は刃 部 は 両刃 で あ り 、 石器中位部か ら 基部 に か け て大 き く 欠損 し て お り 、 側縁に蔽打痕が

あ り 、 石器中 位部の左右両側縁 に潰れ痕が認め ら れ装着痕の可能性が考 え ら れ る 。 125 は完形品で、 刃 部 は両

刃 で丁寧 に磨い で あ る 。 石器中位部 に 凹 みがあ り 、 装着痕の可能性が考 え ら れ る 。

磨石 ・ 融石 (126�136) 

磨石 ・ 敵石 は 、 合わせて1l点出土 し た 。 石材 は砂岩製が127、 128 、 130 、 133、 136で、 凝灰岩製が126、 129 、

131 、 132 、 134、 135 で あ る 。 多 く が円盤状の礁 を 使用 し 、 一部 に磨痕、 あ る い は蔵打痕 を 残 し て い る 。 ま た 、

一部 を 欠損 し て い る も の (126、 129 、 130 、 132)も あ る 。 128 は木の 実 を 磨 り 潰 し た の か部分的 に紫色 に変化

し て い る 。 130 は石 皿 と し て使用 し た可能性があ る 。
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第 2 節 縄文時代の遺物

第 6 表 梨木遺跡出土石器観察表 (1)

遺物 計測値 (残存部) 調査 出土
取上番号 備 考

番号
器 種 石 材

長 さ (cm) 幅(cm) 厚み(cm) 重量( g ) 区 地点

石鍛 チ ャ ー ト 2.1 5 1 .95 。目35 1 .2 ウ ー3 1 9 1 5  

2 石鍛 黒耀石 1 .85 1 .70 0.30 0.6 4 カ ー8 3672 

3 石鍛 安山岩 2 . 1 0  1 .80 0 .50 1 .2 4 キー7 3289 

4 石録 黒輝石 1 .55 1 .50 0.30 0.4 6 ク ー1 0 4901 

5 石鍛 安山岩 1 .35 1 .25 。目30 0.4 1 ウ ・2 一括

6 石銭 チ ャ ー ト 1 .45 1 .40 0 .40 0.4 4 キー7 3288 鋸歯鍛

7 石鎌 黒耀石 1 .40 1 .45 0.45 0.6 6 キー1 1 5373 

8 石鍛 黒耀石 1 .80 1 .80 。目35 0.8 6 クー1 1 491 7 

9 石銭 黒耀石 1 .50 1 .40 。.30 0.4 6 コ ー 1 2 5475 

1 0  石鉱 赤チ ャ ー 卜 1 .50 1 .40 0.30 0.4 6 ケー1 8 5721 

1 1  右銭 安山岩 1 .60 1 . 1 5  0.35 0.6 6 ケー1 8 5922 

1 2  石鍛 黒耀石 1 .75 1 .65 0.35 0.6 6 コ ー 1 8 5872 

1 3  石鍛 安山岩 1 .80 1 .45 0.25 0.6 エー3 1 934 

1 4  右鎌 安山岩 2.30 1 .55 0.50 1 .2 4 キ4 3452 

1 5  石鎌 黒耀石 2.70 1 .40 0.40 1 .4 4 カ ー8 3492 不純物 あ り

1 6  石鎌 チ ャ ー 卜 2.40 2目。。 0.30 1 .2 4 キー5 3995 

1 7  右銭 安山岩 2.25 1 .40 0.35 1 .0 5 アー1 4 41 76 

1 8  石鍛 チ ャ ー ト 2.65 1 .35 0.40 1 .2 5 a ・ 14 4593 

1 9  石鎌 安山岩 3 . 1 0  1 . 1 0  0.45 1 .4 6 キー1 1 5030 

20 石銭 チ ャ ー 卜 1 .95 1 .75 。目30 1 .0 6 コ ー1 3 5131  

21 石鎌 黒輝石 1 .90 1 .45 0.30 0.6 6 ケー1 1 51 47 

22 石鉱 安山岩 2.35 1 .65 0.30 0.6 6 キー1 9 2号円形一括 風化
23 石室臨 安山岩 1 .85 1 .50 。目40 0.8 エー2 373 

24 石銭 安山岩 2.65 2.00 0.35 1 .4 エ ー7 1 281 風化が進 ん で い る
25 石鍛 安山岩 2.1 0  1 .55 0.25 0.6 1 工-7 1 298 

26 石鍛 チ ャ ー 卜 3.1 0 1 .75 0.45 2.0 エー7 1 783 

27 右録 チ ャ ー 卜 2.70 2. 1 0  0.45 1 .8 2 チー2 2034 

28 石鎌 黒輝石 1 .90 1 .55 0.30 0.6 ウ ー3 1 991  

29 石鍛 チ ャ ー ト 2.50 1 .80 0.30 0.8 2 、"-2 2093 

30 石録 安山岩 2.20 1 .30 0.40 0.8 2 ゾー2 2101  

31 石鍛 安山岩 2.40 1 .65 0.40 1 .2 3 タ ー1 3 2627 

32 石鍛 安山岩 2. 1 0  1 .60 0.30 0.6 3 :$1 -1 5  3 1 49 

33 石録 黒耀石 2.20 1 .35 0.35 0.6 4 カ ー6 3 1 70 

34 石銭 黒耀石 2.20 1 .70 0.30 0.6 4 キ-8 3500 

35 石鍛 黒耀石 2.05 1 .70 0.45 1 .0 4 カ ・7 3932 

36 石鍛 黒耀石 2.35 1 .45 0.30 0.6 5 a -1 3  41 1 6  不純物 あ り

37 石鍛 黒輝石 1 .70 1 .50 0.30 0.4 4 ケー5 4425 

38 石銭 安山岩 2.1 5 1 .40 0.35 0.8 5 アー1 3 4559 風化
39 石鍛 黒輝石 1 .70 1 .65 0.30 0.8 6 コ ー9 461 3  

40 石鍛 安山岩 1 .55 1 .25 0.40 0.4 E サ ー 1 0 471 8 

41 石鉱 黒耀石 2.00 1 .60 0.30 0.6 E シー1 2 4834 

42 石鎌 安山岩 2.00 1 .70 。目40 1 .0 E クー1 1 4931 

43 石鍛 安山岩 3.00 1 .85 0.40 1 .4 6 ケ・9 5041 

44 石銭 黒耀石 1 .75 1 . 1 5  0.30 0.4 6 サー9 51 00 

45 石鍛 安山岩 1 .90 1 .50 0.50 0.8 6 サー1 4 5223 

46 石録 頁岩 2.35 1 .70 0.40 1 .0 6 カ ・ 1 8 5300 
47 右鎌 黒輝石 1 .70 1 .25 0.30 0.4 E カ 司 1 8 5457 原石面 を 残 す
48 右銭 黒耀石 2. 15  1 .55 0.40 0.8 6 キ・ 18 5684 

49 石鍛 黒輝石 1 .70 1 .30 0.35 0.4 6 ケー1 7 6003 鋸歯鍛
50 石錐 安山岩 3.40 1 .45 0.40 1 .6 6 サ・1 7 6088 
51 石録 黒耀石 1 .90 1 .25 0.35 0.4 6 ケ・1 6 6203 
52 石鎌 安山岩 3.20 1 .75 0.50 1 .8 6 コ ー1 6 6222 
53 石鉱 安山岩 2.45 1 .55 0.35 0.8 5 ア・1 3 一括
54 石鍛 安山岩 2.50 1 .45 0.35 0.8 2 3号潜 一括
55 石鍛 安山岩 2.45 1 .40 0.30 0.6 4 コ ー6 6220 

56 石鍛 黒輝石 2.60 1 .70 0.50 1 .2 4 ク ー3 4131  
57  石鍛 チ ャ ー ト 2.55 1 .60 0.35 1 .2 2 ; -2 2 1 82 
58 石録 安山岩 3.05 2.05 0.45 2.4 2 ソー1 2080 
59 右銭 安山岩 3.50 1 .90 0.35 1 .4 4 ウ ー5 3785 鋸歯鍛
60 石鍛 黒輝石 1 .65 1 .30 0.30 0.4 4 '1 -7 3867 

61 石鎗 安山岩 2.75 1 .60 0.45 1 .0 エー7 1 784 鋸歯鍛
62 石鎗 黒耀石 1 .50 1 . 1 5  0.25 0.4 オー7 1 1 27 
63 石銭 チ ャ ー 卜 2.85 1 .75 0.50 1 .8 4 ヲー7 3347 

64 石鎗 チ ャ ー 卜 2 . 1 0  1 .30 0.25 0.4 4 ヲ ー6 3746 
65 石鍛 安山岩 3. 15  1 .50 0.45 1 .0 3 :$1 - 1 5  2771 
66 石録 安山岩 3.30 1 .75 0.40 1 .2 4 ケー7 4339 
67 石鍛 安山岩 3.45 2 . 1 0 0.50 2.6 5 b -1 3  4588 鋸歯鍛
68 石鍍 黒耀石 2.70 1 .75 0.40 1 .0 6 サー9 4676 鋸歯鉱
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第皿章 梨木造跡の 調査

第 7 表 梨木遺跡出土石器観察表 (2)
造物

器 種
計測値 (残存部) 調査 出土石 材

番号 長 さ (cm) 幅(cm) 厚み(cm) 重量( g ) 区 地点
取上番号 備 考

69 石鎗 黒耀石 2.05 1 .55 0.30 0.8 5 a - 1 2  4590 剥離函 を 残 す
70 石銭 安山岩 2.80 2.05 0.25 1 .0 6 サー1 1 4776 
71 石鍬 黒耀石 2.90 1 .90 0.40 1 .6 6 キ ー1 1 5029 
72 石鍛 安山岩 1 .85 1 .55 0.30 0.6 6 コ 9 5059 
73 石鍛 安山岩 2.50 1 .85 0.40 1 .2 6 ケー9 5042 
74 石鍛 黒耀石 2.55 1 .50 0.35 0.8 6 カ ー1 9 5330 鋸歯銭
75 石鍛 安山岩 3. 1 0  2.05 0.40 1 .4 6 カ -9 5348 
76 石鍛 赤チ ャ ー 卜 2.80 1 .65 0.45 1 .4 6 コ ー1 1 5448 
77 石銭 安山岩 2.00 1 .40 0.40 0.8 6 サー14 5491 
78 石鍛 黒耀石 3. 1 0  1 .70 0.40 1 .2 6 ケー 1 6 6209 
79 石鍛 黒耀石 2目35 1 .50 0.30 0.6 オー8 1 1 83 
80 石銭 黒耀石 2. 1 5  1 .60 0.30 0.6 エ ー3 1 466 
81 石鍛 チ ャ ー ト 2.60 1 .45 0.35 0.8 工-3 1 673 
82 石銭 黒耀石 3.40 1 .75 0.60 1 .8 4 7 -4 3507 

83 石銭 安山岩 2. 1 5  1 .50 0.45 1 .0 4 キー5 3364 

84 石鍛 黒耀石 1 .70 1 .45 0.30 0.6 5 b ・ 1 4 41 57 表面に 原石面 ・ 転機面、 裏面に剥離酉 を残す
85 石鍛 安山岩 3.95 2.35 0.60 3.2 5 a - 1 3  41 1 7  

86 石鍛 チ ャ ー ト 4.05 1 .80 0.45 2.4 4 コ ー5 4455 

87 石鎗 黒耀石 1 .55 1 .20 0.30 0.4 4 コ ー7 451 0  

88 石銭 安山岩 2.90 1 .55 0.35 1 .0 6 コ -8 4651 

89 石鍬 安山岩 3. 1 5  1 .90 0.50 1 .8 6 キー9 4849 

90 石鍛 安山岩 2.30 1 .55 0.40 0.8 6 サー 10 5060 

91 石鍬 黒輝石 1 .90 1 .65 0.40 0.8 6 カ ー 1 7 5273 

92 石鍛 チ ャ ー ト 3.60 1 .65 0.50 2.4 6 カ ー 1 8 5299 

93 石銭 黒耀石 2. 1 5  1 .30 0.35 0.6 6 カ ー 1 9 5328 

94 石鍛 安山岩 2.25 1 .45 0.30 0.8 6 コ ー 1 8 5790 

95 石鍛 安山岩 2.65 1 .75 0.50 1 .4 6 コ ー 1 8 5886 

96 石鍬 安山岩 2.50 1 .40 0.40 0.8 ウ ー1 一括

97 石銭 安山岩 1 .70 1 .20 0.30 0.4 6 キー20 581 7  

98 石鍛 黒輝石 2.35 1 .80 0.40 1 .2 6 カ ー 1 6 61 32 剥l離面 を 残 す

99 石鍛 黒耀石 3.00 2.20 0.40 1 .6 ウ 4 1 729 

1 00 石鎌 黒耀石 2.00 1 .45 0.40 0.8 6 サ-1 7 6063 

10 1  トロ卜ロ石器 チ ャ ー 卜 2.00 1 .40 0.55 1 .4 6 ヴ ー 1 4 5490 

1 02 石匙 チ ャ ー 卜 4.20 5.35 0.90 1 5.0 6 コ ー 1 0 4937 

1 03 石匙 黒耀石 1 .85 2.70 0.75 2.4 6 ケー1 5 61 90 不純物 あ り

1 04 石匙 黒耀石 2.70 2.80 0.70 3.0 6 ケー1 2 4831 不純物 あ り

1 05 石匙 累耀石 4. 1 5  3. 1 0  0.85 9.4 6 ケー1 2 541 8 不純物 あ り 。 側縁言明l離面 は 急 角 度

1 06 石匙 安山岩 6.90 5.60 0.95 26.0 ウ ー1 1 29 

1 07 石匙 安山岩 9.25 5.60 1 .40 57.2 6 ク ー1 7 616 1  

1 08 石匙 安山岩 4.75 7.95 1 .00 24.0 E サー1 8 601 8  

1 09 石匙 安山岩 6目 1 0 4.00 1 . 1 0  22.0 ウ ー1 1 7 1  来製品か

1 1 0 削器 安山岩 5.45 3.55 1 .05 1 7.4 6 ケー1 9 1 4号満 ノ ッ チ あ り 。 石匙の可能性。 側縁に使用痕

1 1 1  削器 安山岩 6.65 4.65 1 .30 37.4 6 コ ー 1 3 5488 世il縁罰j離面 は 急 角 度

1 1 2  削器 安山岩 3.05 4.30 0.60 8.8 6 ク ー1 1 541 3  側縁に使用痕

1 1 3  削器 安山岩 3.90 8.1 5 1 .70 32.0 6 ケー1 8 5727 

1 1 4 打製石斧 安山岩 9.30 8.85 1 .90 201 .4 4 キ6 3 1 82 

1 1 5  打製石斧 安山岩 1 1 .05 6.75 2.70 250.8 工 -8 1 788 面に磨 り

1 1 6  打製石斧 安山岩 1 0.30 7.90 2.30 240.0 オ -8 1 1 71 部分的に稜線の摩滅、 鼓打痕

1 1 7 打製石斧 安山岩 1 2.50 9 . 1 0  1 .30 206.2 4 ケー5 4235 両箇 に擦 れ。縁辺に使用痕。両面全体に線条痕

1 1 8  円盤状石器 砂岩 1 2 . 1 0  1 1 .40 1 .95 332.8 ウ 3 1 895 中央の凸部 は 自 然形成

1 1 9  石錘 絹雲母片岩 7.50 5 . 1 0 2.35 1 1 2.4 6 コ ー 1 1 5434 

1 20 磨製石斧 粕仮岩 6.35 2.80 1 .25 32.4 6 コ ーB 4645 基部欠損

1 2 1  磨製石斧 蛇紋岩 5.75 6.40 2.40 71 .8 ヲ ー3 3642 

1 22 磨製石斧 蛇紋岩 1 5.30 5.45 3.20 31 7.8 6 ケー1 1 4809 ・ 51 48 接合資料。 側面に剥離の ち 高官打

1 23 磨製石斧 砂岩 1 5.30 5.70 4.20 51 5.0 5 b - 1 4  4 1 6 1  基部に敵打槙。 両面に使用痕

1 24 磨製石斧 蛇紋岩 1 1 .35 7.55 3.50 31 6.8 ウ 2 1 54 側縁 を 敵打

1 25 磨製石斧 粘板岩 1 3.35 5.60 2.60 278.4 6 カー1 4 531 7 

1 26 磨石 ・ 磁石 凝灰岩 1 0.50 1 2.90 6.60 1 1 80.0 4 ケー5 4241 一部欠損

1 27 磨右 ・ 磁石 砂岩 1 8. 1 0  1 6.30 2.50 1 51 0.0 4 オ ー5 3684 

1 28 磨石 ・ 磁石 砂岩 1 3.50 1 1 .80 6 . 1 0 1 280.0 シー1 0 4765 赤変
1 29 磨石 ・ 敵石 凝灰岩 24.50 1 2.30 3.30 1 490.0 6 ケー1 2 4940 一部欠損

1 30 磨石 ・ 磁石 砂岩 1 9.00 1 6.90 8.90 3640.0 イ ー3 279 一部欠損、 石皿 と し て使用 か ?

1 3 1  磨石 ・ 磁石 凝灰岩 8.70 7.50 4.70 381 .2 オ ーB 1 1 62 

1 32 磨石 ・ 磁石 凝灰岩 7.60 5.30 4.40 21 6.2 6 キ ー 1 9 5808 一部欠鍋

1 33 磨石 ・ 磁石 砂岩 9.90 8.30 5.70 645.0 ウ 3 1 977 

1 34 磨石 ・ 滋石 凝灰岩 8.50 7. 1 0  5.20 390.7 6 カ ー 1 9 5462 

1 35 磨石 ・ 敵石 凝灰岩 9.50 5.80 4.50 427. 1  6 サ 8 5074 

1 36 磨石 ・ 敵石 砂岩 1 2.20 9.60 3.60 680.0 6 カ ー 1 9 5325 

勺J



第 3 節 そ の他の時代 の 遺構 と 遺物

第3節 その他の時代の遺構と遺物

1 円形周溝遺構 (第55� 59図 )

円 形周 溝遺構 は今回 の 調査で l 区 か ら 2 基、 5 区 か ら l 基、 6 区 か ら 4 基 の合計 7 基が検 出 さ れ た 。 7 基 と

も ほ ぼ円 形 で あ り 、 そ れぞれの調査区 の縁辺部近 く で検出 さ れ た 。 以下、 そ れぞれの特徴 を 見て い き た い 。

1 区1 号円 形周溝遺構 ( 第55図 )

イ 2 及 び ウ ー 2 グ リ ッ ド か ら 検出 さ れ た 。 周溝外径 は 約3.6m 、 周溝内径 は約2.5m 、 溝の 幅 は約O.5 �O.6 m 、

溝 の 深 さ は約O.2 m で、 あ っ た 。 覆土 は単層 で黒褐色土で あ っ た 。

1 区2号円形周溝遺構 ( 第55図 )

ウ - 2 及 び ウ ー 3 グ リ ッ ド か ら 検出 さ れ た 。 周溝外径 は約3.9� 4. 1 m 、 周 溝 内 径 は 約2. 4 � 2.5m 、 溝 の 幅 は

約O.6� O.9m 、 溝 の 深 さ は約O.5� O.9m で あ っ た 。 覆土は 4 層 に 分層可 能 で あ り 、 上 の 方 か ら ① は 柔 か い黒褐

色土、 ②は① よ り 締 ま り の あ る 黒褐色土、 ③は黒色土、 ④ は 暗褐色土の順であ っ た 。

5区円 形周溝遺構 ( 第56図)

b - 13及 び c - 13 ・ b - 1 4 グ リ ッ ド か ら 、 遺構の西端 を 芋穴 に よ る 撹乱で切 ら れ た 状態で検出 さ れ た 。 や

や 楕 円 形 の 大型 の遺構で、 周 溝外径 は約5.8�6.3m 、 周溝内径は約 4.8 � 5.3 m 、 溝 の 幅 は約O.5 m 、 溝 の 深 さ は

約O.2 � O.3m で あ っ た 。 覆土 は単層 で黒褐色土で あ っ た 。

6区 1 号円 形周溝遺構 ( 第57図 )

シ 1 4 グ リ ッ ド か ら 検出 さ れ た 。 周 溝外径 は約3.1 �3.3 m 、 周溝内径 は約2.0�2.2m 、 溝 の 幅 は約O.5 m 、 溝

の 深 さ は約O.2 m で、 あ っ た 。 覆土 は単層 で 明褐色土であ っ た 。

6区2号円形周溝遺構 ( 第57図)

キ - 19及 び ク - 19 グ リ ッ ド か ら 検出 さ れ た大型 の遺構で あ る 。 周溝外径 は約6.9 m 、 周 溝 内 径 は 約5.6 � 5.8m 、

溝 の 幅 は 約O.5� O.7m 、 溝 の 深 さ は 約O.2 m で あ っ た 。 覆土 は 2 層 に 分層可 能 で あ り 、 ①が黒色土で②が暗褐

色土の順であ っ た 。

ま た 、 周 構内 か ら は 土器片 l 点 と 、 石銑が I 点 出 土 し た ( 第58図) 。 土器片 は 弥生後期 の 聾 の 脚 の 一部 で あ

る 。 復原底径 は 1O.2cm、 残存高 は2.5cmで あ る 。 端部は外反気味で、 外面 に ハ ケ 目 調整が さ れ て い る 。 石鎌は

安 山 岩 製 の 大型 の 石鍛で、 長 さ 4. 1cm、 幅2.65cm、 厚 さ O.9cm、 重 さ 7.6 g を 計 る 。 基部 に 浅 い扶 り が入 り 、 側

縁 は 内寄 し 、 基部で外反す る 。 形状か ら 弥生時代の も の と 考 え ら れ る 。

6区3号円形周溝遺構 ( 第59図 )

サ - 18 グ リ ッ ド か ら 検出 さ れ た 。 周 溝外径 は約3. 4 �3.5m 、 周溝 内 径 は 約2.2 �2.3 m 、 溝の 幅 は約O.5� O.6 m 、

溝 の 深 さ は約O.2 � O.3 m で、 あ っ た 。 覆土 は 2 層 に 分層 可 能 で あ り 、 ①が暗褐色軟質土で②が暗褐色硬質土で

あ っ た 。

6区 4 号 円 形周溝遺構 ( 第59図)

ク 18 グ リ ッ ド か ら 、 遺構 の 東端 を 16号溝 に よ り 切 ら れ た状態 で検出 さ れ た 。 周溝外径 は約3.9m 、 周溝 内

径 は約3.1 m 、 溝 の 幅 は 約O. 4m 、 溝の深 さ は約O.l5m で あ っ た 。 覆土 は単層 で 、 黒褐色土で あ っ た 。

2 溝

梨木遺跡の I 区 � 6 区 の調査区か ら 大小約30本の溝状遺構が検出 さ れ た 。 時期 は不確定 で あ る が、 覆土か

ら 近世の 陶磁器片が出土 し て い る の で 、 近世以降 と 考 え ら れ る 。 ま た 、 6 区 の 16 ・ 17号溝 の 中 程 に 幅約0.30m

-72 -
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第 3 節 そ の他の時代 の 遺構 と 遺物

× 厚約0.15 m の 黒褐色土の硬化面が検出 さ れ た 。 こ れ は 、 人 々 の往来 に よ り 踏み 固 め ら れ た 道路状遺構 と 考

え ら れ る 。 な お 、 こ れ ら の溝状遺構 は概ね現在の 田 圃 及 び畑の畦道 に並行 し て お り 、 土地の所有上の 区画で

あ っ た と も 考 え ら れ な い こ と は な い 。

3 土器 (第60- 62図 )

梨木遺跡か ら は 、 縄文土器以外 に 、 少量で は あ る が、 弥生土器、 須恵器 な どの土器が出 土 し て い る 。 こ こ

で は 、 こ れ ら の土器に つ い て 時期 別 に 見 て い き た い 。 な お 、 個 別 の 土器の計測値お よ び観察結果 に つ い て は

「梨木遺跡 出 土弥生土器観察表J (第 8 表) に ま と め て い る 。

(1)弥生中期土器

聾 (1 )

1 は 弥生 中 期 の 聾 の 口縁部で あ る 。 口縁の内外面 に張 り 出 し を も ち 、 T 字形 を 呈す る 。

( 2 )弥生後期土器

薯 (2 - 6 、 13 - 15)

2 - 4 は 口縁部で あ る 。 く の 字形 に 屈 曲 し 、 外面 は ハ ケ 目 調整 が さ れ て い る 。 2 、 3 は 口 唇が外反気味で

丸 く 、 4 の 口 唇 は 面 を な す 。 5 、 6 は底部で、 脚台 を な す 。 13 は ほ ぼ全体が復原で き た 。 口縁部 は く の字形

ぶ 1

2 

く〉
5cm 

第58図 梨木 6 区 2 号円形周溝遺構内出土遺物
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第 3 節 そ の 他の時代の遺構 と 遺物

に 屈 曲 し 、 口 唇 は面 を な す 。 胴 部 は 中 位 や や上 よ り に最大径 を も っ 長胴形で 、 や や 高 め の 脚 台 を も っ 。 内 面

は ハ ケ 目 、 外面 は タ タ キ調 整の 後 に ハ ケ 目 を 施す 。 1 4 は 丸底の底部で、 内 面 に ハ ケ 目 調整が行 わ れ て い る 。

15は底部 を 失 っ て い る が、 脚 台 に な る も の と 思 わ れ る 。 く の字口縁で 口 唇 は 面 を な し 、 胴 部 中 位 や や 上 に 最

大径 を も っ 長胴形で あ る 。

壷 ( 7 、 8 、 16)

7 は 口縁部であ る 。 大 き く 外反 し 、 口 唇外側 に 断面三角 形の小突帯 を 貼 り 付 け て 複合 口縁状 に し て い る 。

8 は底部であ る 。 平底で、 底部端 と 直接的 に つ な が る 胴部 を も っ 。 16 は 複合口縁で、 胴 部 中 位 に 最大径 を も

ち 、 内外面 に ハ ケ 目 調整が さ れて い る 。 頚部 と 口縁の屈 曲 部 に 連続刺 突文 を も っ 。

鉢 ( 9 � 12) 

9 は鉢形土器の 口 縁部 で あ る 。 頚部か ら 外反す る 口 縁 を も ち 、 口 唇 は面 を な す 。 器面 は 内 外面 と も 研磨 さ

れ て い る 。 10は 丸底 で 、 頚部で屈 曲 し て外傾す る 口縁 を も ち 、 口 唇 は 面 を な す 。 外面 は ハ ケ 目 調整が さ れて

い る 。 1 1 は 内青す る 直 口 口縁で、 内外面 に ハ ケ 目 調整が さ れて い る 。 12 は鉢あ る い は高杯の 上半部で あ る 。

胴部で屈 曲 し て 立 ち 上が り 、 頚部か ら 外反す る 口縁を も っ 。 口 唇 は 面 を な す 。

第 8 表 梨木遺跡出土弥生土器観察表
遺物 口径 底径 現存高 調 整 色 調 胎 土 焼成

調査 出土 取上 備 考
番号 器種

(cm) (cm) (cm) (内面) (外面) (内面) (外面) 区 地点 番号
1 密 27.8 2.6 ナデ ナデ に ぷ黄櫨 に ぷ黄櫨 砂粒少量、 石英、 長石 を 含 む 良好 4 ? 6  3278 

(1 0YR7/3) (1 0YR7/3) 

2 聾 32.0 9.7 ナデ ナ デ 、 に ぷ黄櫨 に ぷ黄櫨 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石 良好 エー3 1 326他 外面 ス ス 付着

ハ ケ 目 (1 0YR7/3) ( 1 0YR6/4) を 含 む

3 1 � 28.8 3.3 ナデ ナデ に ぷ貧燈 に ぷ黄櫨 砂粒少量 、 角関石、 長石 を 含 む 良好 2 :$1 .1 一括

( 1 0YR6/4) (1 0YR6/4) 

4 聾 20.3 1 0.5 ナデ ナ デ 、 に ぷ黄櫨 に ぷ貧償 砂粒少量、 石英、 角 閃 石 、 長石 良好 6 キー1 7 53451-也 外面ス ス 付着

ハ ケ 自 ( 1 0YR7/4) (1 0YR6/3) を 含 む

5 蜜 1 2.0 8.5 ハケ 目 ハ ケの後 に ぷ黄櫨 に ぷ黄櫨 砂 粒 多 量 、 石 英、 角 閃 石 、 長 石 、 良好 オー6 822 外面の底 に 砂粒

ナデ (1 0YR6/3) ( 1 0YR6/4) 雲母 を 含 む 付着

6 箆 1 4.0 9.1 ナデ ハ ケ 目 に ぷ黄橿 に ぷ黄櫨 砂 粒 多 量 、 石 英 、 角 閃 石 、 長 石 、 良好 6 キ・ 17 5526他

(1 0YR6/4) ( 1 0YR6/4) 雲母 を 含 む

7 護 1 6.4 3.3 ナデ ナデ に ぷ黄信 にぷ黄鐙 砂粒少量 、 石英、 長石 を 含 む 良好 エー6 1 057 複合口縁

(1 0YR7/4) (1 0YR6/4) 

8 霊 5.9 6.7 不明 ナデ 褐灰 に ぷ黄褐 砂粒多量 、 石英、 角閃石、 長石 良好 エ ー3 1 678 

( 1 0YH4/1 ) (1 0YR5/4) を 含 む

9 鉢 1 7.4 6.5 ナデ ナデ 橿 櫨 砂粒少量 、 石英、 長石 を 含 む 良好 6 サー8 4656f也

(7.5YR6/6) (7.5YR6/6) 

1 0 鉢 1 9.2 1 1 .6 ナデ ナ デ 、 に ぷ黄信 に ぷ黄盤 砂粒少量、 角関石、 長石 を 含 む 良好 6 キ 1 7 5528f也

ハ ケ 目 ( 1 0YR6/3) ( 1 0YR6/3) 

1 1 鉢 1 4.8 7.1 ハケ 目 ナデ、 に ぷ黄信 に ぷ黄鐙 砂粒少量 、 石英、 角閃石、 長石 良好 エー3 1 31 6他

ハ ケ 自 ( 1 0YR6/3) (1 0YR6/3) を 含 む

1 2 鉢 1 7.8 6.4 ナデ ハ ケの後 に ぷ黄櫨 浅黄償 砂粒少量 、 角閃石、 長石 を 含 む 良好 ウ ー3 593イ由

ナデ消 し (1 0YR7/4) ( 1 0YR8/3) 

1 3 聾 24.6 1 4.8 49.1 ナデ、 ナデ、 に ぷ黄櫨 に ぷ櫨 砂粒少量 、 石英、 角閃石、 長石 良好 エー3 1 3961也 外 面 の 底 に 砂 粒

ハ ケ 呂 ハ ケ 目 (1 0YR7/4) (7.5YR6/4) を 含 む 付 麓

1 4 鉢 1 7.0 ナデ、 ナデ に ぷ賞褐 に ぷ黄櫨 砂粒多量 、 石英、 角閃石、 長石 良好 ウ ー3 49111也

ハ ケ 目 (1 0YR5/3) ( 1 0YR6/3) を 含 む

1 5 聾 23.0 35.8 ハケ 目 ハ ケ 目 に ぷ黄櫨 灰黄褐 砂粒少量、 石英、 角閃石、 長石 良好 エー3 1 40711也

(1 0YR6/3) (1 0YR5/2) を 含 む

1 6 宣 1 7.6 30.5 ナデ、 連点文 、 に ぷ 櫨 にぷ鐙 砂粒少量 、 石英 、 角閃石、 長石 良好 1 ウ ー3 560他

ハ ケ 目 ナデ、ハケ目 (7.5YR6/4) (7.5YR7/4) を 含 む
」
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第 N 章 ま と め

l 旧 石器時代

出 土 し た 旧 石器時代 の 遺物 は 、 梨木 1 区 の調査区か ら 出土 し た ナ イ フ 形石器の 2 点で あ る が、 本遺跡 に お

い て確実 に 旧 石器時代 に も 人 々 が生活 し て い た と い う 確 か な 証拠 と な る も の で あ ろ う 。

ま た 、 近 隣 の 「 く ま も と 未来 国体」 の 主会場予定地で あ る 熊本市平 山 町の 石 の 本遺跡か ら も 約22， 000年前

の 火 山灰堆積層 で あ る 「姶良 ・ 丹沢 ( A T ) 層」 の下 に あ た る 、 赤褐色土層 か ら 局 部磨製石斧 や剥片石器な

どが出 土 し て お り 、 こ れ ら は 旧 石器時代 人 の 狩猟生活が想像で き る 資料で あ る と い え よ う 。

2 縄文時代

縄文時代の 遺構 と し て は 、 集石遺構が梨木遺跡の l 区か ら l 基、 5 区か ら l 基の合計 2 基確認 さ れ て い る 。

い ずれ も ア カ ホ ヤ 火山灰層下 の V 層 よ り 検出 さ れた 。 伴出遺物がな い の で時期の特定 は で き な い が、 縄文時

代早期 に な る 可能性があ る 。

包含層 か ら 出 土 し た縄文時代 の 遺物 は 、 早期 の押型文土器 と 塞 ノ 神 式土器、 前期 の轟式 と 曽畑式、 中 期 の

並木式 ・ 阿高式、 後期 の 出水式 ・ 御手洗式 ・ 市来式 ・ 北久根山 式 ・ 鐘崎式 ・ 御領式、 晩期 の 天城式 ・ 古 閑 式

に あ た る 土器が出土 し て い る 。 ま た 、 石器は石鍛 ・ 石匙 ・ 削 器 ・ 打製石斧 ・ 円 盤状石器 ・ 磨製石斧 ・ 石錐 ・

石錘 ・ 磨石 ・ 敵石 ・ 異形石器 な どが出土 し て い る 。

早期土器の 中 で 、 ほ ほ全体 を 復原 で き た も の が I 点 出土 し て い る 。 円 筒形の 深鉢形土器で 、 や や 外反気味

に 聞 く 口縁部 を も っ 。 口縁部 に 貝 殻連続刺突文 と 細 い沈線文、 胴部上半 に は平行 し て 員 殻連続刺突文が 3 条

施 さ れ、 口 唇 に癌状の 突起が I 個現存 し 、 施文の状況か ら 見 る と 4 個 あ っ た の で は な い か と 推定 さ れ る 。 器

形 的 に 早期 後半初頭 の 塞 ノ 神 式土器 に 近似 し て お り 、 新東晃一氏の教示 に よ る と 、 塞 ノ 神式土器の祖型 に あ

た る 可能性 を も っ と の こ と で あ る 。

出 土土器の 中 で多 数 を 占 め て い る のが中期以降の土器であ る が、 中 期 の 阿高式か ら 後期前半 に か け て の 時

期 と 、 後期 末 の 御領式か ら 古 閑 式 に 至 る 時期 の 2 時期 に 分け る こ と がで き 、 こ の 時期 に か な り 活発 な 人 聞 の

活動があ っ た こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 出 土石器で は 、 調査区全体か ら 石鍛が100点以上 出 土 し 、 製 品 の 中

で か な り の割合 を 占 め て い る 。

今回 の調査で は 、 縄文時代 に あ た る 遺構 は確認 さ れ な か っ た も の の 、 包含層 か ら は 多数の 土器が 出 土 し た 。

こ の こ と か ら 、 調査部分は集落の周縁部 に あ た る も の と 考 え ら れ る 。 調査部分の南西 に は 、 集落立地 に 適 し

た 台地状の 地形があ り 、 集落 は こ の 周 辺 に存在 し て い た可能性があ る 。

3 弥生時代

弥生時代 の 遺構 は 、 梨木 l 区か ら 2 基、 5 区か ら 1 基、 6 区 か ら 4 基の 合計 7 基の 円形周溝遺構が確認

さ れて い る 。 ほ と ん ど の 遺構か ら は 遺物が出土せず、 明確 な 時期等 は 不 明 で あ る 。 た だ 、 6 区 2 号 円 形周溝

遺構か ら 、 弥生後期 の 土器 と 思 わ れ る 棄 の 脚 の 一部 と 弥生時代の も の と 思 わ れ る 石鉱が出土 し た こ と か ら 、

今回確認 さ れ た 円形周 溝遺構 は 弥生時代の も の と し て 扱 っ て い る 。 し か し 、 東隣の 産業展示場建設事業 に伴

う 古閑 北遺跡の 調査 に お い て は 、 縄文晩期土器 を 伴 出 す る 円形周溝遺構が確認 さ れ て い る こ と か ら 、 遺構 の

時期 に つ い て の 再検討が必要 に な る も の と 思 わ れ る 。
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一方、 包含層 か ら 出 土 し た 弥生土器 は 、 中期土器が数点 あ る も の の 後期 の 土器がほ と ん ど を 占 め て い る 。

出 土状況 を 見 る と 、 遺跡南側 の梨木 1 区 か ら 多 く が出土す る 傾向があ り 、 こ の 時期 の 中 心的 な 空 間 で あ っ た

可能性があ る 。

4 歴 史時代

全調査区 か ら 大小約30本の溝状遺構が検出 さ れ た。 時期 は不確定で あ る が、 こ れ ら の 溝状遺構 は概ね現在

の畑地の 区画割 り に 沿 っ て お り 、 覆土か ら 陶磁器片が出土 し て い る こ と か ら 、 こ の 地 の 畑 地が形成 さ れ る よ

う に な っ て き た 近代 以 降 の も の が多 い と 思 わ れ る 。 ま た 、 古 閑北 l 区 の 3 号溝や梨木 6 区 の 16号溝 な どの 中

か ら は 幅約0. 30m X 厚約0. 15m の 黒褐色土の硬化面が検出 さ れ た 。 こ れ は 、 人 々 の往来 に よ り 踏み 固 め ら れ

た 道路状遺構 と 考 え ら れ る 。

土坑 は 数十基検出 さ れ た が、 形が不定形で実測 に 耐 え 難い土坑や 、 溝状遺構 と 区別 が付 か な い よ う な 性格

不 明 の 遺構や樹根の跡等がほ と ん と守で あ っ た た め 、 特別 に は掲載 し な か っ た 。

参考文献

『益城町史』 通 史編 益城町 1990

『 角 川 日 本地名大辞典43熊本県』 角 J I I 書庖 1987 

『熊本大百科事典』 熊本 日 日 新聞社 1982 

『熊本県の地名』 日 本歴史地名体系 1985 

加藤晋平 ・ 鱒丸俊明 『石器入 門事典 先土器』 柏書房 1991 

鈴木道之助 『石器入 門事典 縄文』 柏書房 1991

江坂輝粥他 『 日 本考古学小辞典』 ニ ュ ー ・ サ イ エ ン ス 社 19回

大川清他 『 日 本土器事典』 雄 山 間 1996 

戸沢充則 『縄文時代研究事典』 東京堂 1994 

新東晃一 「九州縄文土器編年の諸問題j 塞 ノ 神式土器再考 1998 

可児通宏 「押型文系土器様式J r縄文土器大観』 小学館 1989 

新東晃一 「塞 ノ 神 ・ 平格式土器様式J r縄文土器大観』 小学館

新東晃一 「九州貝殻文系土器様式J r縄文土器大観』 小学館

宮本一夫 「轟式土器様式J r縄文土器大観』 小学館

木村幾多郎 「曽畑式土器様式J r縄文土器大観』 小学館

田 中 良之 「阿高式土器様式J r縄文土器大観』 小学館

本国道輝 「市来 ・ ー湊式土器様式J r縄文土器大観』 小学館

松永幸男 「九州磨消縄文系土器様式J r縄文土器大観』 小学館

島津義昭 「黒色磨研系土器様式J r縄文土器大観j 小学館

緒方勉 『福富 ・ 横道遺跡調査報告』 益城町教育委員会 1993 

『伊木力遺跡』 同志社大学文学部文化学科 1990 

平 岡勝昭 『竜田陳内遺跡j 熊本県教育委員会 1988 

木崎康弘 『狸谷遺跡』 熊本県教育 委 員 会 1987 

- 83 -



第 3 節 そ の他の時代の遺構 と 遺物

演回彰久 『庵 ノ 前遺跡 m j 熊本県教育委員会 1997 

宮坂孝宏 『白鳥平A遺跡』 熊本県教育委員会 1993 

宮坂孝宏 『 白 鳥平 B 遺跡』 熊本県教育委員 会 1994 

坂田和弘 『深水谷川 遺跡』 熊本県教育委員会 1994 

坂田和弘 『鶴羽 田遺跡』 熊本県教育委員 会 1998 

木崎康弘 『無田原遺跡』 熊本県教育委員 会 1995 

木崎康弘 『蒲生 ・ 上の原遺跡』 熊本県教育委員会 1996 

木崎康弘他 『狩尾遺跡群』 熊本県教育委員 会 1993 

古森政次 『 ワ ク ド石遺跡』 熊本県教育委員 会 1994 

丸山伸治他 『陣山遺跡』 熊本県教育委員 会 1996 

丸山伸治他 『大原天子遺跡』 熊本県教育委員 会 1993 

限昭志他 『古保山 ・ 古閑 ・ 天城』 熊本県教育委員会 1980 

江本直 『曽畑』 熊本県教育委員 会 1988 

片 岡宏二 「周溝状遺構J の検討 ( そ の 4 ) J r福 岡考古第17号』 福岡考古懇話会 1996 

- 84 ー



写 真 図 版



守・・・

(
 

H E可4 
斗7‘〈=ー

県
tR-さ 、、

十イ
@

 
)

 
斗�十イ

司零捌
拘建nlI' 

ヨヨ

)
 

Fヲ

同
民

凶
�*

 

4tj
 

同

凶

-'-'
 

部
τT

 
E

 
豊田凶

-'-'
 

相
マT

.u
 

γャ
E

 
E

 
恒

恒



古閑北 2 区全景 (完掘)

_0 古閑北 2 区 (遺物 出土状況)

古 閑北 2 区 (遺物 出土状況)



何一塁図

(照美刊古田容姻)凶←ν大詰

a
(照美什亜雲姻)凶戸長話

(聴聞)恥制凶FU村誠



梨木 1 区 1 号 円 形 周 溝遺構 (遺物 出土状況)

梨木 1 区 2 号 円 形 周 溝遺構 (遺物 出土状況)



給 対 N 阿 ω 品 副 ( 泊 苗

控 Uオ M 阿 M h叩 一 輔 ( 羽 詰 )

非主 う十 hコ 阿 �令 知 個 別 苗 で
、

図 沼 山



梨木 3 区弥生土器 ( 出 土状況)

梨木 3 区 (遺物 出 土状況)



図版 7

梨木 4 区全景 (完掘)

梨木 5 区全景 (完掘)

梨木 5 区集石遺構



- 5 -添い戸•

 

. 十l�;f.'
j

非 夕 望十 m
 

阿 ー 4日 z
 

ミ史
( 

週
��

 

3議副H排
苗

��
 

��
 

、 Eみ AB-

‘EA.ゐi
i

) 
) 



(轄出)盤明柵一匝註E昨N凶ωυ大詰

(昭和田)鰹畑純一匝註E昨何凶ωμ大詰

(県出)粧畑縦一E註E耐叩寸凶ω長引柿



図版1 0

梨木 6 区 4 号溝 (完掘)

梨木 6 区道路状遺構

梨木 6 区 1 6号溝 (完掘)



作業風景 ( 1 ) 

作業風景 ( 2 ) 

作業風景 ( 3 ) 



図版1 2

古閑北遺跡出土土器 ( 1 - 6 、 8 ) 



1 3  

-竺Z司....r".!守、 町、z、二正日 ，苛書�・・…... 炉 、-一 一 一-- 唱 刊 - マ マ. 合調・- 時- 勺 I11III1酒盟国l 一 一ー一 一 一-J 一 一-.・ 1 ・ : ル司E・・
湘.い バ- と 初諸国

議
， 烹 n . 3F

一 一 - 一一 一一 ， 一- 哩�1!II__ 1III"事現〆:孟画・・・�賓が包μ世!rlり係...--・ .

1 8  

図版1 3
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梨木遺跡出土縄文土器 ( 1 4�20)
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梨木遺跡出土縄文土器 (21 �25) 
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梨木遺跡出 土縄文土器 (38�45)
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梨木遺跡 出土縄文土器 (74 、 76 、 79�85)



図版27

89 
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梨木遺跡 出 土縄文土器 (87 、 90 、 91 )
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梨木遺跡 出 土石器 ( 1 1 7 、 1 1 8 、 1 22 (a+b) 、 1 23 � 1 28)
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梨木遺跡 出 土石器 ( 1 29 、 1 30 、 1 33 、 1 35 、 1 36)
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梨木遺跡 出 土弥生土器 ( 1 3�1 6)
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あ と カヲ き

ょ う や く 、 益城熊本空港 イ ン タ ー チ ェ ン ジ建設事業 に伴 う 「古 閑 北 ・ 梨木遺跡」 の 報告書 を 発行す る こ と

がで き ま し た 。

こ れ も 、 発掘 ・ 整理作業 に携わ っ て頂 い た 多 く の 方 々 の ご協力 と ご努力 の お 陰で あ り ま す 。

報告書 を 終 え る に あ た っ て 、 そ の ご芳名 を 記 し 、 感謝の 意 を 表 し た い と 思 い ま す。

発掘作業

整理作業

石 田 拓也 石 田 ミ ネ 子 岩田 政秀 内 田 幸 内 田 ル イ 子

大舘 安敏 片 山 孝子 河野 義勝 木下 政広 清 田 栄子

杉浦 り え 子 杉本 美子 園 山 事自 田 島 久美 田 島 弘子

田 上 貴弘 田 上 利子 土田 俊雄 土持 ア キ エ 土持 励子

中 島 久枝 中 島 ミ サ エ 中 林 る り 子 中 村 藤子 中 村里和子

西明 ム ツ 子 沼 田 義宏 野田健太郎 浜 島 智 恵子 福 田 清子

堀 川 貞 子 堀 野 重子 堀部チ カ 子 本 田 イ サ子 牧寺 俊明

三 浦 キ エ子 三次 者日 村崎美穂子 森川 征子 山 本 悦子

吉村久美子 吉村 寿利 吉村八千代 米 田 靖 史 吉川 雅信

荒牧 陽子 上村 孝子 宇野 玲子 大塚 ト シ 子 後藤 直美

長野 邦子 吉 岡 直子 吉 田 律子 吉永恵美子
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 175集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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